
‘
″
こ
坪
史
研
完
四
５
　

八
四
昭
和
十
九
年
三
月
研
行

　

Ｉ
・
‘

陽
明
學
に
於
７
人
間
概
念
・
自
我
意
識
の
展
開
と
其
意
義
に

島

　
　

田

　
　

虔

　
　

次

　
　
　
　
　
　
　
　

二

　

陽
明
的
人
間
０
展
開

　

「
吾
の
成
立
」

　

腸
明
に
於
け
る
人
間
説
０
本
質
に
つ
い
て
私
見
は
ほ
ｙ
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
か
Ｘ
る
陽
明
説
は
彼
の
死
後
如
何
な
る

方
向
に
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ら
う
か
。
今
天
理
人
欲
論
を
中
心
と
し
て
そ
の
概
略
を
述
べ
、
王
學
が
如
何
に
「
横
流
」
し
た
か
、

そ
れ
は
何
故
に
「
横
流
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
簡
軍
な
考
察
を
加
へ
て
見
よ
う
と
思
ふ
。
作
皿
皿
作
匹
心
助
心
四
Ｅ
づ

めぬに般
る｀J依の

認
識
に
つ
い
て
省
略
せ
る
勁
が
甚
だ
多
い
。
學
案
、
容
肇
祀
「
明
代
思
想
史
」
稽
文
甫
「
左
派
王
學
」
秋
月
胤
維
氏
「
元
明
時
代
の
儒
教
」
な
ど

つ
て
補
は
吼
む
事
を
切
望
す
る
。
稽
氏
の
も
の
は
泰
州
世
を
唯
物
史
戮
の
立
場
よ
り
論
じ
包
も
の
で
あ
る
が
容
氏
の
書
の
精
核
中
正
な
き
に
及
ば

又
思
想
史
的
に
見
て
王
學
の
腿
展
上
に
燭
持
の
地
歩
を
占

又
思
想
史
的
に
見
て
王
學
の
発
展
上
に
伺
特
の
地
歩
を
占

王
龍
滉
胡
直
な
ど
に
つ
い
て
も
本
章
に
は
論
じ
な
い
。

　
　
　
　

明
儒
學
案
に
よ
る
と
陽
明
の
死
後
そ
の
學
は
種
々
な
る
人
に
う
け
っ
が
れ
、
そ
の
師
説
の
解
程
登
揮
に
於
て
さ
會
ぐ
な
門
派
を

　
　

生
じ
た
の
で
あ
る
が
、
中
で
も
最
も
活
溌
な
動
向
を
示
し
杜
會
的
論
議
を
呼
ん
だ
も
ｏ
は
王
心
棄
を
祀
と
す
る
泰
州
學
派
で
あ
っ

　
　

た
。
黄
宗
義
は
泰
州
學
案
の
序
に
言
ふ
。

お２

　
　

陽
明
先
生
之
學
。
有
泰
州
龍
渓
而
風
行
天
下
。
亦
因
泰
州
龍
渓
而
漸
失
其
傅
。
泰
州
龍
渓
時
時
不
満
其
師
説
。
益
啓
帑
曇
之
秘
而

--
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諭
之
師
。
蓋
臍
陽
明
而
篤
媚
矣
。
然
龍
渓
之
後
。
力
量
無
過
於
龍
渓
者
。
又
得
江
右
篤
之
救
正
。
故
不
至
十
分
決
裂
。
泰
州
之

　

後
。
其
人
多
能
以
赤
手
持
龍
蛇
。
傅
至
顔
山
農
何
心
隠
一
涙
。
遂
復
非
名
教
之
所
能
斡
帑
矣
。
顧
端
文
曰
。
心
隠
輩
坐
在
利
欲
膠

　

漆
盆
中
。
所
以
能
鼓
動
得
人
。
只
縁
他
一
種
聴
明
。
亦
自
有
不
可
到
處
。
義
以
篤
非
其
聴
明
。
正
其
學
術
也
。
所
謂
岨
師
御
者
。

　

以
作
用
見
性
。
諸
公
袱
翻
天
地
。
前
不
見
有
古
人
。
後
不
見
有
来
者
。
程
氏
一
棒
一
喝
。
営
機
縦
横
。
放
下
往
杖
。
便
如
愚
人
一

　

般
・
諸
公
赤
身
樅
富
・
鉦
有
放
下
時
節
ご

卯
ち
陽
明
況
を
承
け
た
泰
州
一
派
に
於
て
遂
に
［
名
教
］
０
鴫
絆
を
逸
脆
し
た
一
群
の
狂
士
小
人
の
徒
が
輩
出
す
る
に
到
っ
た
０
で

あ
る
・
こ
の
事
は
我
々
の
究
極
の
開
心
―
支
那
に
於
け
る
思
想
と
靴
會
の
か
ｘ
は
り
方
の
探
究
、
士
大
夫
存
在
０
本
質
の
解
明
の

篤
に
は
恰
好
の
題
目
で
あ
ら
う
。
心
學
横
流
０
積
極
面
を
な
す
こ
の
い
咳
ゆ
る
王
學
左
派
に
お
い
て
、
天
理
人
欲
論
を
中
核
と
す
る

人
間
概
念
は
い
か
に
展
開
さ
れ
、
い
か
に
名
取
と
衝
突
す
る
に
到
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　

陽
明
そ
０
人
に
於
い
て
人
間
は
愚
夫
愚
婦
を
も
含
む
人
間
一
般
と
し
て
、
賓
は
反
っ
て
一
種
の
高
昭
主
義
に
止
る
も
の
で
あ
り
、

未
だ
士
大
夫
的
性
格
を
逸
脱
す
る
も
０
で
は
な
か
っ
た
。
彼
０
聖
人
論
は
何
よ
り
も
雄
滸
に
此
事
を
物
語
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
泰

州
派
の
組
王
心
斎
は
塩
丁
出
身
で
、
嘗
て
商
務
の
篤
に
山
東
に
赴
い
た
と
き
孔
廟
に
謁
し
て
夫
子
亦
人
也
。
我
亦
人
也
。
と
硬
憤
し

こ

　
　
　

″

　
　

ｉ

　

王
心
斎
全
集
を
一
年
譜
學
案
て

六
も
の
で
あ
る
力
正
徳
二
年
廿
五
歳
の
條

　

‐
司
４

先
生
以
九
二
見
龍
篤
正
位
。
孔
子
修
身
講
學
以
見
於
世
。
未
１
　
一
日
隠
也
。
故
有
伊
傅
裕
先
生
者
。
先
生
日
伊
傅
之
事
我
不
能
。

伊
傅
之
學
我
不
由
。
伊
傅
得
君
。
可
謂
奇
遇
。
如
其
不
遇
。
終
身
狽
善
而
已
。
孔
子
則
不
然
也
。
此
柊
蒲
輪
轍
垠
意
見
。
陽
明
之

所
裁
抑
者
。
執
處
難
忘
也
。
於
選
世
不
見
知
而
不
悔
之
學
。
終
隔
一
塵
・
皿
吋
　
　
一
冊
脊
傅

と
見
え
て
、
そ
の
主
張
の
著
し
く
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
も
と
く
庶
民
出
身
で
士
大
夫
的
格
套
に
な
ら
は

２
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ぬ
彼
に
於
て
陽
明
説
は
極
め
て
李
直
に
理
解
さ
れ
、
そ
の
賓
践
と
傅
道
の
熱
情
は
陽
脈
自
身
が
危
惺
し
て
屡
々
之
を
叱
責
し
呼
か
へ

す
に
到
る
程
に
醗
揮
さ
れ
た
の
ｒ

徴
で
あ
っ
て
、
そ
ｏ
學
脆
の
内
容
と
相
侯
っ
て
や
が
て
一
種
の
精
紳
蓮
動
的
な
風
貌
を
具
へ
て
来
て
、
遂
に
激
し
き
非
難
･
K
i
弾
墜
を

蒙
る
に
到
る
ｏ
で
あ
る
が
心
康
の
か
ｘ
る
積
極
的
貧
践
意
欲
は
然
し
乍
ら
そ
の
學
誂
と
表
裏
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
陽
明
の
門

に
入
る
前
に
既
に
格
物
に
つ
い
て
濁
特
の
脆
を
た
て
ｘ
ゐ
た
。
い
は
ゆ
る
淮
南
格
物
が
そ
れ
で
あ
る
。
學
案
心
康
傅
の
解
説
に
従
ふ

な
ら
ば

　

先
生
以
格
物
部
物
有
本
末
之
物
。
身
異
天
下
國
家
一
物
也
。
格
知
身
之
篤
本
。
而
家
國
天
下
之
篤
末
。
行
有
不
得
者
皆
反
求
諸

　

已
。
反
已
是
格
物
底
工
夫
。
故
欲
膏
治
子
在
於
安
身
。
易
日
。
身
安
而
天
下
國
家
可
保
也
。
身
未
安
。
本
不
立
也
。
知
身
安
者
。

　

則
必
愛
身
敬
身
。
愛
身
敬
身
者
。
必
不
敢
不
愛
人
不
敬
人
。
能
愛
人
敬
人
。
則
人
必
愛
我
敬
我
。
而
我
身
安
矣
。
一
家
愛
我
敬

　

我
‘
。
則
家
斉
。
一
國
愛
我
敬
我
。
則
國
治
。
天
下
愛
我
敬
我
。
則
天
下
平
。
故
人
不
愛
我
。
非
特
人
之
不
仁
。
已
之
不
仁
可
知

　

矣
。
人
不
敬
我
。
非
特
人
之
不
敬
。
已
之
不
敬
可
知
矣
。

と
見
え
て
ゐ
る
の
が
そ
の
大
観
で
あ
る
。
語
録
に
は
更
に
身
異
天
下
國
家
一
物
也
。
惟
一
物
而
有
本
末
之
謂
格
。
黎
度
也
。
茸
度
於

本
末
之
間
。
而
知
本
乱
而
末
知
者
否
。
此
格
物
也
。
物
格
知
之
本
也
。
l
i
l
'
ｌ
ｉ
ｇ
＾
Ｋ
-
'
　
≪
ど
と

事
な
り
と
の
主
張
よ
り
し
て
そ
れ
が
原
理
的
哲
學
的
に
は
深
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
賓
は
反
っ
て
無
限
定
な
も
の
と
も
言
へ
る
の
に

對
し
て
茲
で
は
格
物
の
對
象
が
天
下
國
家
家
と
い
ふ
や
う
な
限
定
せ
ら
れ
た
方
向
に
求
め
ら
れ
、
格
と
は
身
を
以
て
そ
れ
を
繋
度
す

る
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
、
謂
は
こ

と
あ
る
や
う
に
、
か
ｘ
る
黎
度
的
な
人
間
が
理
論
的
に
は
必
し
も
絶
對
に
自
己
主
張
的
な
人
間
で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る

-
３

-
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け
れ
ど
も
、
と
も
か
く
彼
に
於
て
人
が
か
く
祀
會
賓
践
的
積
極
性
を
強
調
せ
ら
れ
る
時
、
共
は
理
念
的
に
い
か
か
る
形
で
把
握
さ
れ

て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。
私
は
そ
れ
を
大
丈
夫
０
語
に
求
め
た
い
と
思
ふ
。
大
丈
夫
と
は
以
天
地
萬
物
篤
一
報
。
狐
天
地
立
身
。
狐
生

民
立
命
。
匹
匹
に
四
。
て
る
者
で
あ
り
。

大
丈
夫
存
不
恩
人
之
心
。
而
以
天
地
萬
物
依
於
已
。
故
出
則
必
篤
帝
者
師
。
處
必
篤
天
下
萬
世
師
。
出
不
篤
帝
者
師
。
失
其
本

矣
・
處
不
篤
天
下
萬
世
師
者
・
遺
其
末
矣
・
琵
皿
七
・

と
主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
學
案
そ
０
傅
に
見
え
る
夢
の
話
も
か
Ｘ
る
根
本
志
向
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ら
う
し
、
李
二
曲
観
感
録
に

初
め
て
陽
明
に
謁
し
た
と
き
、
反
覆
辨
論
。
遂
縦
言
及
天
下
事
。
陽
明
曰
。
君
子
思
不
出
其
位
。
先
生
曰
。
愚
雖
草
莽
郭
一
夫
。
而
尭

舜
君
民
之
心
。
未
嘗
一
日
忘
。
陽
明
日
。
舜
居
深
山
。
輿
鹿
永
木
石
游
居
。
終
身
折
然
察
而
忘
天
下
。
先
生
曰
富
時
有
尭
在
上
。
陽

明
然
其
言
。
と
あ
る
０
が
事
賓
と
す
る
な
ら
ば
、
叉
茲
に
參
照
す
る
に
値
す
る
で
あ
ら
う
。
も
早
高
詞
的
な
陽
明
の
聖
人
よ
り
は
む

し
ろ
彼
に
於
て
は
大
丈
夫
こ
そ
人
た
る
も
０
、
道
を
學
べ
る
も
の
Ｘ
求
む
べ
き
理
想
的
あ
’
り
方
と
せ
ら
れ
て
く
る
。
大
丈
夫
の
學
は

妾
婦
０
道
に
對
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
師
と
な
･
ｓ
？
｡
長
と
な
り
君
と
な
る
０
學
で
あ
っ
て
、
社
ぺ
。
大
丈
夫
た
る
べ
き
も
の
に
於
て
は

道
０
繋
る
と
こ
ろ
の
根
本
は
良
知
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
『
身
』
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

　

徐
子
直
問
日
。
何
哉
夫
子
之
所
謂
赤
身
也
。
先
生
曰
。
身
輿
道
原
是
一
件
。
聖
人
以
道
臍
天
下
。
是
至
尊
者
道
也
。
人
能
宏
道
。

　

是
至
尊
者
身
也
。
尊
身
不
赤
道
。
不
謂
之
尊
身
。
赤
道
不
尊
身
。
不
謂
之
尊
道
。
須
道
赤
身
尊
。
縄
是
至
善
。
琵
嫉
万
即
事
是

　

學
。
即
事
是
道
。
人
有
困
於
貧
而
凍
餓
其
身
者
。
則
亦
失
其
本
而
非
學
也
。
（
今
二
）
仕
以
篤
祗
也
。
或
至
於
害
身
。
仕
而
害
身
。

　

於
縁
也
何
有
。
仕
以
行
道
也
。
或
至
於
害
身
。
仕
而
害
身
。
於
道
也
何
有
。
（
仝
・
ニ
）

此
ｏ
「
身
」
も
或
は
思
辨
的
唯
心
的
に
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ら
う
が
、
然
し
も
と
く
孟
子
に
基
く
此
の
語
は
右
の
や
う
な
敷

-
４

-



多
く
の
例
に
よ
っ
て
考
へ
る
と
、
む
し
ろ
非
常
に
Ｉ
げ
素
朴
な
・
こ
ア
ン
ス
に
お
け
る
「
か
ら
だ
」
０
意
味
で
あ
る
こ
と
は
疑
へ
な

い
。
明
哲
保
身
論
（
全
集
・
四
）
に
は
若
夫
知
愛
人
而
不
知
愛
身
。
必
至
於
享
身
割
股
。
舎
生
殺
身
。
則
吾
身
不
能
保
矣
。
吾
身
不
能

保
。
叉
何
以
保
君
父
哉
。
此
忘
本
逐
末
之
徒
。
と
い
っ
て
ゐ
る
。
「
良
知
」
或
は
「
心
」
と
い
ふ
表
現
に
か
は
っ
て
こ
の
「
身
」
と

い
ふ
表
現
の
著
し
く
頴
著
と
な
っ
て
来
る
こ
と
、
こ
０
身
は
天
下
國
家
を
緊
度
す
べ
き
根
本
と
し
て
須
く
「
安
ん
じ
」
「
愛
し
」
「
敬

し
」
「
尊
び
」
一
。
保
つ
」
こ
と
が
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
い
は
ゆ
る
隠
居
狽
善
を
排
し
、
孔
子
に
於
て
隠
で
な
く
・
「
見
」
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９

　
　
　
　

ｅ

　
　
　
　

Ｉ

　

孔
子
謂
二
三
子
以
我
侭
隠
手
。
此
隠
字
對
見
字
脆
。
孔
子
在
常
時
。
雖
不
仕
而
無
行
不
奥
二

を
強
調
す
る
と
こ
ろ
と
通
す
る
も
の
で
あ
っ
て

　

三
子
・
是
修
身
講
學
以
見
於
世
゜
未
嘗
一
日
隠
也
。
（
仝
集
・
二
）
上
引
學
案
の
文
を
參
照
。

又
次
の
如
く
も
見
え
て
ゐ
る
、
孟
子
曰
。
惟
大
人
認
能
格
君
心
之
非
。
孔
子
日
。
活
之
哉
。
活
之
哉
。
我
待
價
者
也
。
待
價
而
訴
。
然
後
能
格
君
心
之

非
。
（
仝
集
・
一
ご
無
諸
已
而
求
諸
人
。
是
其
本
１
　
而
末
治
者
否
矣
。
有
諸
已
而
不
求
諸
人
。
是
伺
善
其
身
者
也
ｏ

　

（
仝
集
・
五
・
臭
南
都
諸
友
）
故
孔
子

　
　
　

Ｐ
鸚
貿
鰐
何
回
蜂
回
陽
明
的
人
間
像
の
展
開
の
上
に
極
め
て
注
目
を
要
す
る
事
賓
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　

然
し
乍
ら
心
斎
０
功
績
は
何
よ
り
も
先
づ
自
ら
が
庶
民
學
者
の
先
駆
と
し
て
そ
の
門
流
に
幾
多
の
庶
民
を
包
擁
し
陽
明
心
學
に
稿

　
　
　

特
０
生
気
を
吹
き
込
ん
だ
励
に
み
と
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
庶
民
出
身
の
學
者
と
し
て
｀
は
學
案
に
は
樵
夫
朱
恕
、
陶
匠
韓
楽
吾
、
田

　
　
　

夫
夏
叟
の
三
人
を
載
せ
李
二
曲
観
感
録
に
は
九
人
昆
諸
賢
駄
作
認
牡
駿
晨
箭
竹
。
姦
と
？
・
’
尊
家

　
　
　

者
（
？
・
）
が
學
説
と
し
て
特
に
猫
自
な
も
の
を
示
し
て
ゐ
る
と
は
思
へ
な
い
が
、
そ
の
講
學
に
於
て
著
し
く
庶
民
的
な
風
気
を
導
入

　
　
　

し
た
励
は
争
へ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
傅
道
に
於
け
る
濁
特
の
数
情
、
察
學
主
義
、

　

ぽ
詣
４
　
肘
叛
訪
惣
蒜
艶
に
｀

　
　
　

（
全
集
・
四
）
學
案
巻
首
「
師
誕
」
に
言
ふ
按
王
門
心
斎
氏
盛
傅
其
況
。
従
不
學
大
丈
夫
た
る
の
自
負
、
そ
こ
、
ら
生
れ
る
游
侠
気
風
な
ど
は
そ
れ

　
　
　

不
慮
之
旨
韓
而
標
之
日
自
然
日
學
挙
。
末
流
行
長
浸
篤
小
人
之
無
忌
憚
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヵ

　
　
　
　
　

・

　
　
　

で
あ
ら
う
。
此
等
の
諸
氏
が
、
庶
民
の
ま
Ｘ
で
學
を
講
じ
、
と
も
か
く
一
世
の
風
潮
を
煽
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
秦
漢
以
降
そ
の
例

　
　
　

を
見
な
い
極
め
て
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
が
、
一
方
か
ｘ
る
庶
民
狗
「
小
人
的
」
な
も
０
が
士
丈
夫
階
級
の
間
に
も
浸
潤
し
て
そ
の

Ｊ

　

気
風
に
漸
々
た
る
憂
質
を
促
し
っ
よ
ひ
こ
今
ｔ
・
四
谷
詰
蒜
慧
麓
ぼ

-５
-
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而
嘆
日
、
千
載
絶
學
。
天
啓
吾
師
。
可
使
天
下
有
不
及
聞
者
乎
。

而
不
答
。
婦
家
逞
自
創
蒲
輪
。
招
拵
道
路
。
将
至
都
下
。
…
雷
是

思
想
史
云
。
認
書
千
余
言
擬
伏
間

以
先
生
意
気
大
高
。
行
事
太
奇
。

問
題
で
は
な
く
、
セ
ン
ス

あ
る
。
そ
し
て
か
ｉ
る
セ

ンの
ス問
｀題
モで痛以

上
）
同
門
之
在
京
者
。
勤
之
ほ

加
抑
裁
。
及
門
三
日
不
得
見
。

あ
り
、

ラ
ル
（

　

（
焦
氏
筆
秉
云
、
風
之
未
娃
、
艮
之
罪
也
）
閃
問
陽
明
以
孔
子
轍
環
車
制
。
陽
明
笑

時
陽
明
之
學
訪
議
設
起
。
而
先
生
冠
服
言
動
不
外
人
同
。
祁
人
以
牲
魁
目
之
。
（
容
氏

郎
。
（
凰
乗
云
同
志
相
顧
愕
共
訳
車
）
陽
明
亦
移
書
責
之
。
先
生
始
還
會
稽
。
陽
明

。
こ
ゝ
に
漬
ま
れ
る
こ
と
は
（
陽
明
自
身
の
心
理
は
今
除
い
て
考
へ
る
）
純
論
理
の

し
て
些
少
な
問
題
で
は
な
い
。
言
尭
之
言
行
尭
之
行
而
不
服
尭
之
服
可
哩
と
い
っ
て
乃
翁
祀

う
な
こ
と
は
、
単
な
る
軽
蔑
嘲
笑
で
は
す
ま
さ
れ
な
く
な
る
。
以
古
服
他
見
。
至
中
門
皐
笏

い
ふ
事
態
が
之
に
績
く
で
あ
ら
う
か
ら
、
庶
民
に
し
て
天
下
國
家
を
論
す
る
こ
と
に
つ
い
て

る
も
の
で
は
な
く
、
尿
密
に
心
學
的
に
見
れ

し
て
些
少
な
問
題
で
は
な
い
。
言
尭
之
言
行

尭ば儒所
謂
モ
ラ
ル
の
問
題
ア
あ
ら
う
。
理
窟
は
と
も
か
く
、
先
づ
端
的
に
「
お
か
し
い
」
「
け
し
が
ら
ぬ
」
の
で

家
気
象
な
ど
い
ふ
と
き
の
「
気
象
」
の
語
が
之
に
あ
仁
る
の
で
あ
ら
う
。
）
は
勿
論
「
理
」
を
根
撤
と
す

、
必
し
も
珍
重
に
頃
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
こ
の
モ
ラ
ル
の
無
税
は
士
大
夫
意
識
に
と
っ
て
決

之
行
而
不
限
尭
之
服
可
手
と
い
っ
て
乃
按
綴
紐
製
五
常
冠
深
衣
大
１
　
笏
板
服
之
（
心
斎
傅
）
と
い
ふ
や

「
理
」
の
立
場
に
立
っ
て
そ
れ
を
許
容
す
る
か
、
あ
く
ま
で
そ
れ
を
拒
否
し
て
自
己
い
「
気
象
」
「
矩
緩
」
を
護
ら
う
と
す
る
か
、
此
の
二

生
れ
る
こ
と
に
な
ら
う
。
そ
し
て
そ
こ
よ
り
士
大
夫
モ
ラ
ル
に
混
迷
の
生
じ
来
る
こ
と
も
容
易
に
貴
息
し
う
る
。
此
事
は
賞
は
士
大
夫
存

特
話
雛
皿
箭
四
で
ぃ
ま
庶
民
學
者
の
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
陶
匠
韓
楽
吾
に
つ
い
て
は

、
必
し
も
珍
重
に
頃
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
こ
の
モ
ラ
ル
の
無
税
は
士
大
夫
意
識
に
と
っ
て
決

之
行
而
不
限
尭
之
服
可
手
と
い
っ
て
乃
按
綴
紐
製
五
常
冠
深
衣
大
１
　
笏
板
服
之
（
心
斎
傅
）
と
い
ふ
や

れ
な
く
な
る
。
以
古
服
他
見
。
至
中
門
皐
笏
而
立
。
陽
明
出
迎
門
外
。
始
入
。
先
生
露
上
坐
辨
難
。
と

に
し
て
天
下
國
家
を
論
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
で
４
　
つ
て
、
こ
ゝ
に
儒
家
士
大
夫
の
側
に
於
て
、

あ
く
ま
で
そ
れ
を
拒
否
し
て
自
己
い
「
気
象
」
「
矩
緩
」
を
護
ら
う
と
す
る
か
、
此
の
二
つ
の
態
度
が

大
夫
モ
ラ
ル
に
混
迷
の
生
じ
来
る
こ
と
も
容
易
に
貴
息
し
う
る
。
此
事
は
賞
は
士
大
夫
存
在
の
考
察
に

　

’
：
久
之
學
有
得
。
毅
然
以
侶
道
化
俗
篤
任
。
無
問
工
質
傭
隷
。
咸
従
之
游
。
隨
機
因
質
誘
論
之
。
願
化
而
善
良
者
以
千
敷
。
毎
秋
穫

　

畢
。
呉
群
弟
子
班
荊
鉄
坐
。
従
容
論
學
。
敷
日
興
盗
。
則
撃
舟
偕
之
腸
歌
互
詠
往
別
村
。
聚
講
如
前
。
踏
数
日
叉
移
舟
。
隨
所
欲

　

往
・
蓋
偏
所
知
交
而
還
・
見
者
欣
賞
若
群
仙
嬉
遊
於
温
間
間
也
。
鯵
に
紬
全
集
廿
二

と
あ
る
の
は
そ
の
講
學
の
風
を
見
る
べ
く
又
彼
等
０
講
學
が
い
か
に
士
庶
を
雑
揉
し
、
然
も
い
か
に
大
丈
夫
た
る
の
自
負
を
操
持
し

て
ゐ
た
か
は
、
同
じ
く

　

常
具
諸
名
公
卿
相
會
論
學
間
。
有
談
及
別
務
者
。
輯
大
縁
曰
。
光
陰
有
幾
乃
篤
此
間
吃
語
。
或
拐
引
経
書
相
駒
論
。
則
叉
大
恚

　

曰
・
舎
郁
営
下
不
理
會
。
乃
搬
弄
此
陳
言
。
此
豊
享
究
講
肆
耶
。
諸
名
公
咸
誓
棟
息
。
識
者
謂
其
気
冲
斗
牛
。
胸
次
恬
恬
。
銃
曰

　

楽
吾
不
虚
云
　
０
槻
感
録

と
見
え
て
ゐ
る
し
、
農
夫
夏
叟
は
篤
人
須
求
篤
員
人
母
拓
恢
人
０
語
に
狸
憤
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

曰
・
吾
人
須
是
自
心
作
得
主
宰
。
凡
事
只
依
本
心
而
行
便
是
大
丈
夫
。
一
　
　
一
一
匹
皿
皿

　

若
篤
世
味
牽
引
。
依
建
従
物
。

卸
名
學
道

-

６-
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者
・
不
。
能
自
信
本
心
。
勒
襲
紙
上
陳
言
。
挨
榜
別
人
口
吻
。
此
皆
孟
子
所
去
妾
婦
之
道
也
。
讐
砦
讐
難
恥
ふ
７
大

　

夫
咸
知
重
學
。
涸
迎
廷
美
（
夏
叟
）
液
會
。
至
則
因
人
開
襲
。
多
所
興
起
。
臥
倚
書
天
台
一
日
問
之
曰
。
子
得
此
學
如
何
作
用
。
對
曰
。

　

某
一
農
夫
。
有
何
作
用
。
然
至
於
表
正
郷
閻
則
不
敢
譲
。
状
拓
之
曜
鴛
皿
器
総
靉
笥
鄙
数
詣
詣
指
数
怒
″

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
王
心
斎
に
つ
い
て
も
郡
守
托
先
生
門
人
。
欲
隆
確
敦
迎
。
先
生
謂
門
人
日
。
確
聞
来
學
。
不
聞
往
教
。
致
師

而
學
・
則
學
不
誠
尽
往
教
則
教
不
立
尽
使
其
誠
能
拓
ｔ
・
則
営
求
於
我
・
叉
何
以
召
言
哉
（
皿
感
）
と
見
そ
ゐ
る
の
と
と
も
に

そ
の
一
斑
を
窺
ふ
に
足
り
る
で
あ
ら
う
。
以
上
は
特
に
庶
民
出
身
と
し
て
皐
げ
ら
れ
た
も
０
の
み
に
つ
い
て
言
っ
た
０
で
あ
る
が
、

か
く
道
０
一
鮎
を
峻
別
す
る
が
故
に
慣
習
的
な
靴
會
的
通
念
に
あ
え
て
な
ら
は
む
と
も
せ
す
、
卓
然
と
し
て
自
ら
命
ず
る
態
度
は
泰

州
派
に
共
通
な
も
０
で
あ
っ
て
、
心
學
は
か
Ｘ
る
強
烈
な
合
理
主
義
的
信
念
と
個
性
を
中
心
と
し
て
漸
次
、
所
在
設
教
。
鼓
動
流
俗
。

器
皿
贅
言
祗
會
精
祁
蓮
動
と
し
て
硬
展
し
て
ゆ
く
の
マ
あ
る
。

　

陽
明
の
聖
人
的
人
間
像
が
旺
盛
な
祀
會
的
賓
践
的
衝
動
に
貫
か
れ
た
積
極
的
大
丈
夫
に
狸
展
し
た
事
情
は
略
ｔ
右
の
如
く
で
あ

Ｉ
る
。
我
々
は
今
や
翻
っ
て
人
間
概
念
そ
の
も
の
Ｘ
理
論
的
展
開
に
眼
を
む
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
‐
第
一
章
に
述
べ
た
如
く
陽
明
心
學
０
人

間
概
念
の
中
核
を
な
す
も
の
は
天
理
－
人
欲
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
人
間
に
於
て
そ
の
天
賦
０
價
値
、
奪
巌
が
熱
烈
に
志
向
せ
ら

れ
っ
ｘ
も
（
或
は
む
し
ろ
、
せ
ら
れ
る
が
故
に
）
天
理
こ
そ
そ
０
自
然
で
あ
り
人
欲
は
偶
然
と
し
て
絶
對
に
排
斥
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
か
ｘ
る
人
間
は
決
し
て
「
赴
會
」
に
矛
盾
對
立
す
る
如
き
「
個
人
」
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
既
に
論
じ
た
如
く
で
あ

る
・
心
斎
に
於
て
も
天
理
者
。
父
子
有
親
君
臣
有
義
夫
婦
有
別
長
幼
有
序
朋
友
有
信
是
也
。
人
欲
者
。
不
孝
不
弟
不
睦
不
媚
不
任
不

慎
造
言
乱
民
是
也
。
匹
皿
岫
。
と
せ
ら
れ
て
存
天
理
過
人
欲
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
そ
ｏ
大
丈
夫
ｏ
意
識
も
賓
に
か
ｉ
る
根
本
観
念
の

上
に
成
立
し
て
ゐ
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
未
だ
決
し
て
員
賓
な
る
意
味
で
の
『
吾
』
で
は
あ
り
ぇ
な
い
。
然
し
も
と
く
人

７－
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間
肯
定
０
彊
い
パ
ト
ス
に
促
さ
れ
た
心
學
が
庶
民
的
小
人
的
風
気
に
浸
潤
さ
れ
上
述
の
如
き
大
丈
夫
と
し
て
の
意
識
が
彊
ま
っ
て
く

2
4

　
　
　

る
と
か
ｘ
る
人
間
観
も
亦
宮
然
髪
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
そ
の
場
合
支
那
的
な
る
思
辨
に
於
て
天
理
の
側
に
對
し
て
そ
れ
を

　
　
　

否
定
或
は
制
限
す
る
こ
と
は
勿
論
思
０
　
も
寄
ら
ぬ
事
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
一
に
人
欲
の
側
に
於
て
、
人
欲
の
許
容
肯
定
に
始

　
　
　

る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
始
て
名
教
的
祀
會
に
自
党
的
に
矛
盾
對
立
す
る
如
き
個
人
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て

　
　
　

こ
の
爾
者
の
對
決
に
於
て
こ
そ
我
々
は
支
那
近
世
に
於
け
る
祀
會
そ
の
も
の
ｘ
性
格
を
捉
へ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

欲
望
の
積
極
的
肯
定
は
心
斎
の
門
流
顔
山
農
の
一
派
に
於
て
篤
さ
れ
た
。
山
農
の
事
蹟
は
泰
州
學
案
序
に
簡
輦
に
見
え
る
の
み
で

　
　
　

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
彼
は
心
棄
の
弟
子
徐
波
石
に
學
ん
だ
。
そ
の
説
の
大
要
は

　
　
　
　

其
學
以
人
心
妙
萬
物
而
不
測
者
也
。
性
如
明
珠
。
原
無
塵
染
。
有
何
観
聞
。
著
何
戒
龍
。
平
時
只
是
冷
性
。
所
行
純
任
自
然
。
便

　
　

謂
之
道
。
及
時
有
放
逸
。
然
後
戒
９
　
恐
龍
以
修
之
。
凡
儒
先
見
聞
道
理
格
式
。
皆
足
以
障
道
。
雌
大
旨
也
。

　
　

と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
て
、
所
謂
現
成
良
知
で
あ
る
が
陽
明
０
牧
斂
に
對
し
て
彼
は
冷
性
、
自
然
放
逸
を
否
定
し
な
い
こ
と
が
注
目
せ
ら

　
　

れ
る
ｏ
従
て
彼
に
於
て
は
欲
望
は
制
御
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
穴
學
案
１
　
近
渓
傅
に
大
作
≒
］

　
　
　

先
生
近
渓
自
述
其
不
動
心
於
生
死
得
失
之
故
。
山
農
曰
。
是
制
欲
非
膿
仁
也
。
先
生
曰
。
克
去
己
私
。
復
還
天
理
。
非
制
欲
安
能

　
　
　

値
仁
。
山
農
日
。
子
不
見
孟
子
之
論
四
端
乎
。
知
皆
披
而
充
之
。
若
火
之
始
燃
。
泉
之
始
迪
。
如
此
慰
仁
。
何
等
直
截
。
故
子
患

　
　
　

宮
下
日
用
而
不
知
。
勿
妄
疑
天
性
生
生
之
或
息
也
。
先
生
時
如
大
夢
得
醍
。

　
　

と
あ
る
に
よ
れ
ば
明
で
あ
ら
う
。
制
欲
非
慰
仁
也
と
は
殆
ど
陽
明
の
存
天
理
去
人
欲
の
正
反
對
の
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
賓
は
反

　
　

っ
て
陽
明
況
ｏ
富
然
の
齢
結
で
あ
る
事
既
に
像
想
や
ら
れ
た
如
。
く
で
あ
る
。
人
間
を
そ
れ
自
慰
と
し
て
肯
定
せ
ん
と
す
る
パ
ト
ス
に

　
　

貫
か
れ
人
間
に
超
越
的
な
も
の
を
承
認
し
よ
う
と
し
な
い
陽
明
説
に
於
て
、
人
欲
が
如
何
に
悪
し
き
も
の
と
し
て
排
斥
せ
ら
れ
よ
う

８－
-
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と
も
、
畢
竟
そ
れ
が
人
間
に
固
有
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
ぬ
０
で
あ
っ
て
、
陽
明
白
値
に
於
け
る
論
理
的
破
綻
も
既
に
こ
の
鮎
把

あ
っ
た
ｏ
ｙ

　
　
　

で

　
　

ヵ
對
立
で
な
く
賞
質
的
動
的
な
相
互
否
定
的
對
立
と
解
し
て
そ
の
困
静
を
救
は
ん
と
せ
ら
れ
る
。
陽
明
況
を
矛
盾
な
く
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７

せ
ん
が
儒
に
は
此
途
以
外
に
求
む
る
事
は
出
来
ま
い
が
、
然
も
私
に
は
そ
れ
は
陽
明
そ
の
人
の
誕
で
あ
ふ
よ
’
９
も
む
し
ろ
其
を
超
え
て
『
陽
明
を
媒
介

と
し
て
』
思
索
せ
ら
れ
た
氏
自
身
の
哲
學
に
他
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
氏
は
人
欲
の
積
極
的
賞
在
を
私
欲
日
生
如
地
上
塵
一
日
不
掃
便
又
有
一
層
の
語

か
ら
論
設
せ
ら
れ
る
が
、
此
語
を
そ
の
雖
言
箇
所
の
仝
交
に
位
置
づ
け
て
か
く
解
し
得
る
か
否
か
は
姑
く
脊
く
と
す
る
も
然
ら
ば
陽
明
が
良
知
は
如
何

に
す
る
も
海
滅
す
る
能
は
す
と
強
調
す
る
は
如
何
。
之
に
對
す
る
氏
の
解
祥
は
巧
妙
を
極
め
る
が
そ
れ
は
詣
り
に
陽
明
］
誕
を
破
綻
な
か
ら
し
め
ん
と
し

て
断
章
取
義
し
仁
論
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
一
に
陽
明
記
の
パ
ト
ス
面
及
そ
の
背
景
的
吟
味
を
閑
却
せ
ら
れ
仁
處
に
由
来
す
る
と
思
は
れ
る
。
私
は
陽
明

詮
が
そ
の
最
究
極
處
に
於
て
二
律
背
反
を
脆
し
得
ぬ
處
に
こ
そ
『
支
那
思
想
』
の
極
限
的
様
態
を
示
す
陽
明
記
の
意
義
を
認
む
る
も
の
で
あ
る
。
拙
稿

昌
昌
談
話
認
紅
礼
賛
福
山
農
に
傾
倒
師
事
せ
る
羅
近
渓
に
於
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　

４

　

羅
子
日
。
萬
物
皆
是
吾
身
。
則
嗜
欲
・
豊
出
天
機
外
耶
。
曰
。
如
此
作
解
。
恐
非
所
以
立
教
。
曰
。
形
色
天
性
。
孟
子
已
先
言
之
。

　

今
日
學
者
直
須
源
頭
清
潔
。
若
其
初
志
気
在
心
性
上
透
徹
安
頓
。
則
天
機
以
狸
嗜
欲
。
嗜
欲
莫
非
天
機
也
。
若
志
気
少
差
。
未
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
Ｊ
｀
Ｉ

　

ｆ

躯
殼
著
脚
。
雖
強
従
嗜
欲
以
認
天
機
。
而
天
機
莫
非
嗜
欲
也
。
『
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

と
言
は
れ
、
先
に
阜
げ
た
田
夫
夏
叟
は
近
渓
の
弟
子
焦
弱
侯
に
學
ん
だ
も
０
で
あ
る
が
、
彼
も
亦
天
理
人
欲
。
不
知
誰
氏
作
此
分

別
。
吾
反
身
細
求
。
理
欲
似
難
分
別
　
０
分
別
只
在
迷
悟
開
ヽ
。
悟
則
人
欲
帥
天
理
。
迷
則
天
理
亦
人
欲
。
四
丿
皿
皿
４
　
。
と
い
つ
て
ゐ

る
の
は
、
と
も
か
く
天
理
人
欲
の
差
別
を
撥
無
せ
ん
と
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
更
に
同
じ
く
山
農
の
弟
子
何
心
隠
は
Ｉ

　
　
　
　
　

こ
泰
州
學
案
序
、
又
容
皐
祀

歩
を
す
ｘ
め
‘

　

「
何
心
隠
及
其
思
想
」
四
一
－
二
頁

　

孔
孟
之
言
無
欲
。
非
濠
渓
之
言
無
欲
也
。
欲
惟
寡
則
心
存
。
而
心
不
能
以
無
欲
也
。
欲
魚
欲
熊
掌
。
舎
魚
而
取
熊
掌
。
欲
之
寡

　

也
。
欲
生
欲
義
。
欲
也
。
舎
生
而
取
義
。
欲
之
寡
也
。
欲
仁
非
欲
乎
。
得
仁
而
不
貪
。
非
寡
欲
乎
。
従
心
所
欲
。
非
欲
乎
。
欲
不

　

疼
胆
・
ミ

　

”
・
黄
宗
義
云
此
印
移
氏
所
謂
妙
有
也

　

踪
失

　

非
寡
欲
乎

　

蓋
一
愛
而
篤
銕
秦
之
學
矣

-
９

-
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と
言
っ
て
欲
の
本
来
的
存
在
を
卒
直
に
肯
定
し
て
ゐ
る
。
勿
論
こ
ｋ
に
所
謂
る
欲
が
彼
の
造
言
暇
民
的
な
「
人
欲
」
で
勿
る
と
は
考

２

　
　
　

へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
も
か
く
原
理
的
に
絶
對
に
否
定
さ
れ
た
欲
望
が
心
に
無
き
能
は
す
と
断
定
さ
れ
た
こ
と
は
陽

　
　

明
的
人
間
０
具
醇
化
の
第
一
歩
と
い
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
泰
州
派
に
於
け
る
欲
望
肯
定
の
傅
統
は
頗
る
根
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言

　
　

は
ね
ば
な
ら
ぬ
・
凡
そ
近
世
支
那
０
　
人
間
像
が
天
理
丿
人
欲
の
二
つ
の
軸
を
め
ぐ
っ
て
成
立
し
、
然
も
逡
に
人
欲
は
偶
然
的
な
も
の

　
　

本
来
無
き
も
の
と
し
て
簡
軍
に
之
を
否
定
し
去
る
こ
と
が
出
来
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
こ
０
人
欲
帥
天
理
の
認
識
を
そ
０
常
然

　
　

０
鐘
結
と
せ
ざ
る
を
得
す
、
語
を
弄
し
て
言
へ
ば
陽
明
的
な
「
人
間
の
自
然
」
は
、
そ
の
具
酸
化
と
し
て
「
自
然
人
」
の
成
立
を
こ

　
　

Ｘ
に
見
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
陽
明
に
於
け
る
聖
人
が
、
そ
れ
が
人
間
の
根
源
的
能
動
性
を
表
徴
す
る
も
０
で
あ
る
限
り
、
’

　
　

論
理
的
に
は
か
ｘ
る
心
不
能
以
無
欲
な
る
如
き
「
自
然
人
」
以
外
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
し
、
一
般
に
凡
そ
自
然
人
が
所

　
　

謂
「
肘
會
」
に
對
し
て
如
何
に
恐
る
べ
き
存
在
で
あ
る
か
は
茲
に
説
く
ま
で
も
あ
・
る
ま
い
。
私
は
次
に
自
然
人
の
主
張
者
達
が
如
何

　
　

な
る
靴
會
的
運
命
を
た
ど
る
か
を
略
述
し
て
み
た
い
。

　
　
　

泰
州
漬
か
著
し
く
庶
民
風
気
を
容
れ
た
も
の
で
あ
り
、
既
に
そ
の
組
王
心
斎
に
於
て
人
間
が
如
何
に
對
赴
會
的
に
積
極
的
な
竃
践

　
　

意
欲
を
も
っ
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
か
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
て
彼
ら
に
於
て
は
趾
會
的
積
極
行
動
と
い
ふ
鮎
を
顕
著
な

特
徴
と
す
る
・
そ
れ
は
既
に
心
斎
に
於
て
も
見
ら
れ
る
娠
こ
ろ
で
あ
る
が
、
皿
四
賂
八
年
凡
儒
先
道
理
格
式
皆
足
以
障
道
と
い
ふ
大

丈
夫
意
識
を
も
つ
た
山
農
一
派
に
於
て
儒
家
矩
獲
や
士
大
夫
的
名
教
に
拘
泥
せ
ざ
る
奔
放
な
活
動
が
篤
さ
れ
て
く
る
の
は
蓋
し
営
然

で
あ
ら
う
。

布
衣
顔
山
農
０
事
蹟
は

　

山
農
游
侠
。
好
１
　
　
人
之
難
。
・
・
・
頗
欲
有
篤
於
世
。
以
寄
民
胞
物
輿
之
志
。
嘗
寄
周
恭
節
詩
云
。
蒙
蒙
姻
雨
鎖
江
核
。
江
上
漁
人
乎
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釣
台
。
夜
静
得
魚
呼
酒
肆
。
滞
流
和
月
接
持
来
。
若
得
春
風
遍
九
埃
。
世
間
那
有
三
錨
台
。
君
仁
臣
義
民
安
堵
。
雛
兎
匍
養
去
復

　

考
然
世
人
ｔ
其
張
皇
。
無
賢
不
肯
皆
悪
之
。
以
他
事
下

　
１
京
獄
。
必
欲
殺
之
。
以
戌
出
。
年
八
十
齢
。
談
饌
ｒ
ｒ
晟

　

五
－
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

頁
參
照

と
あ
り
、
又
１
　
近
渓
傅
に
は
彼
が
一
寺
で
急
救
心
火
者
と
い
ふ
榜
を
掲
げ
て
講
學
し
て
ゐ
た
こ
と
が
み
え
て
ゐ
る
。
布
衣
何
心
隠

（
本
名
は
梁
汝
元
）
は
山
農
に
學
ん
で
心
斎
立
本
之
旨
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
學
に
い
ふ
先
づ
家
を
斉
へ
る
ひ
趣
旨
を
宦
践
し

て
先
づ
聚
和
堂
四
ぽ
一
匹
和
を
た
て
χ
宗
族
の
中
櫃
と
な
し
＾
布
教
布
養
輔
散
輔
養
な
ど
の
委
員
を
た
め
共
同
納
税
の
法
を
講
じ
ヽ

冠
婚
葬
祭
賦
役
な
ど
一
切
の
有
無
を
通
す
る
自
治
組
織
を
と
ｘ
ｏ
へ
そ
の
成
績
大
い
に
み
る
も
の
が
あ
っ
た
。
殊
に
そ
の
宗
族
の
鴬

に
設
け
た
學
校
は
皆
寮
主
義
に
則
り
、
貧
富
に
不
拘
平
等
に
巌
格
な
宗
族
的
訓
練
を
施
さ
ん
と
す
る
極
め
て
注
目
す
べ
き
構
想
ｏ
も

０
で
あ
っ
て
容
氏
は
彼
を
目
し
て
郷
村
教
育
の
先
導
奏
い
名
？
・
″
‰
帽
頷
鰐
に
難
饗
器
靉
詣
誤
認

艶
艶
討
、
・
″
詣
ぱ
‰
た
ま
く
邑
令
の
賦
外
之
征
を
索
む
る
も
ｏ
あ
り
、
書
を
胎
・
つ
て
之
を
訥
っ
た
た
め
罪
を
得
て
入

獄
、
貴
州
に
戌
配
せ
ら
れ
る
こ
と
ｘ
な
っ
た
が
學
友
程
學
顔
０
斡
旋
で
出
獄
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
後
京
師
に
赴
い
て
同
じ
泰

州
門
０
羅
近
渓
秋
定
向
ら
と
知
り
、
又
張
居
正
と
面
識
を
得
た
が
そ
０
間
の
事
情
は
泰
州
學
案
序
に
一
日
遇
江
陵
四
四
於
冊
舎
。
江

陵
時
篤
司
業
。
心
隠
卒
爾
日
公
居
大
學
知
大
學
之
道
乎
。
江
陵
焉
勿
聞
也
者
目
薬
之
曰
。
爾
意
時
時
欲
飛
。
却
飛
不
起
也
。
江
陵
去
。

　
　

心
隠
舎
然
若
喪
曰
。
夫
夫
也
異
日
必
営
國
。
異
日
必
殺
ａ
。
諸
談
態
盤
鉛
Ｌ
討
諸
眸
ぼ
謔
％
駿
腎
駁
↓
Ｊ

　
　

卸
に
詔
詣
仁
詰
１
笥
京
師
に
。
貧
吝
動
に
つ
い
Ｊ

　
　
　

心
隠
在
京
師
。
閥
各
門
會
館
。
招
来
四
方
之
士
。
方
技
雑
流
・
無
不
従
之
・
是
時
政
由
敲
氏
・
皿
忠
臣
坐
死
者
相
望
・
卒
莫
略

2
4

　

動
・
有
藍
道
行
者
以
乱
術
幸
上
。
心
隠
授
以
密
計
。
偵
知
嵩
有
掲
帖
―
乱
紳
降
語
・
今
日
有
。
一
奸
臣
言
事
・
上
方
遅
之
・
而
嵩
掲
至
・

-



2
4
4

　

上
由
此
疑
嵩
。
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　

と
あ
つ
て
そ
０
張
皇
講
説
の
状
を
と
き
、
又
檀
握
一
世
を
風
昨
し
た
嵩
氏
０
失
脚
は
一
布
衣
た
る
彼
の
術
策
に
由
来
す
る
と
し
て
ゐ

る
・
混
ぼ
ぱ
言
雖
娑
Ｉ
霧
巌
宮
に
檜
ま
れ
て
諸
處
を
質
長
話
誌
に
赳
叩
且
且
冶
遂
に
張
歪
に

　
　
　
　

条
ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

ｓ
会
記
に
ｓ
へ
ら
と
詣
球
牡
牡
回
い
賜
対
談
膳
％
萬
暦
七
年
杖
死
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

獄
中
に
あ
る
や
所
上
官
道
書
・
千
言
萬
語
・
波
波
立
就
ｌ
略
無
一
毫
乞
憐
之
弓
如
訴
如
戯
・
若
等
間
日
子
ｌ
づ
づ
駄
銀
作
一
四
皿
四

識
昌
％
且
烈
諏
昌
昭
皆
詣
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
黄
宗
義
は
そ
の
學
を
儀
秦
之
學
と
搦
し
て
ゐ
る
が
聞
見
格
式
Ｏ

儒
家
的
短
護
に
拘
れ
ず
善
麹
摸
人
情
。
雄
一
些
不
中
人
肯
繁
。
匹
紹
醵
ら
に
と
い
ふ
致
用
賓
學
を
求
め
る
彼
等
に
對
し
て
営
然
の
批

評
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
游
侠
と
い
ひ
、
智
略
を
弄
ぶ
こ
と
ゝ
い
ひ
、
す
べ
て
所
謂
る
覇
術
で
あ
り
、
正
其
誼
。
不
謀
其
利
。
明

其
道
。
不
計
其
功
。
一
匹
四
名
と
い
ふ
儒
家
理
念
と
は
相
容
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
例
へ
ば
１
　
近
渓
に
開
し
万
臥
天
台
行
部
至
寧

國
。
問
香
老
以
前
官
之
賢
否
至
先
生
。
１
　
老
曰
。
此
営
別
論
。
其
・
賢
加
於
人
数
等
。
曰
。
吾
聞
其
守
時
亦
要
金
銕
。
白
。
然
。
日
。

如
此
悪
得
賢
。
曰
。
他
何
曾
見
得
金
鎖
是
可
愛
的
。
但
遇
朋
友
親
戚
所
識
窮
乏
。
便
隨
手
散
去
。
と
あ
り
、
叉
同
じ
く
彼
が
隣
人
を

救
は
ん
が
篤
に
噌
賄
を
行
は
し
め
た
こ
と
を
の
べ
て
（
人
謂
）
先
生
不
避
干
謁
大
抵
如
此
と
あ
る
な
ど
を
思
ひ
あ
は
せ
る
な
ら
ば
充
分

で
あ
る
・
同
じ
く
泰
州
派
の
叙
雄
功
の
作
用
須
観
其
所
主
。
所
主
在
道
義
。
即
嗣
跡
策
士
之
機
唐
。
亦
狐
妙
用
二
万
作
Ｅ
Ｅ
詐
・
≒
匹

宗
義
評
し
て
一
二
ふ
此
非
廣
家
気
象
云
云
。
脱
氏
の
説
は
保
田
氏
の
所
謂
る
動
機
論
で
あ
る
が
、
事
物
の
客
槻
的
宜
在
を
拒
否
す
る
陽
明
誕
が
賞
隆
の
根

擦
を
こ
ゝ
に
求
め
る
に
到
る
の
は
そ
の
士
丈
夫
性
儒
家
気
象
の
漸
く
う
す
れ
混
濁
し
て
論
理
的
参
合
の
み
が
追
求
さ
れ
る
に
つ
れ
て
富
然
で
あ
ら
う
。

と
い
ふ
言
葉
は
近
渓
の
行
動
、
一
般
に
道
と
理
と
の
白
己
に
完
１
　
し
て
ゐ
る
こ
と
を
確
信
す
る
諸
子
の
格
套
に
拘
れ
ざ
る
智
略
的
行

動
を
根
抹
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
陽
明
ｏ
儀
秦
亦
是
窺
見
得
良
知
妙
用
處
。
但
用
之
於
不
善
爾
。
ｏ
意
は
。
こ
ゝ
に
通
っ
て
ゐ
る
の
で

ｔ
・
賢
頌
騨
可
絲
数
作
黄
宗
義
が
陽
明
の
篤
に
極
力
こ
の
語
を
否
認
せ
ん
と
し
、
叉
顧
浬
陽
が
そ
の
語
を
攻
撃
す
る

２－
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一
’
い
Ｉ
’
ｏ
は
ま
こ
と
に
ゅ
ゑ
み
り
と
せ
ね
ば
な
ら
９
ど
の
や
う
な
智
略
が
天
下
國
家
我
に
依
っ
て
堂
っ
込
い
ふ
自
負
と
百
姓
日
用

　
　
　

の
處
に
理
を
求
め
、
理
の
前
に
憾
何
物
も
権
威
を
持
た
ぬ
と
の
信
念
に
結
合
す
る
と
こ
ろ
、
こ
Ｘ
に
縦
横
の
游
侠
気
風
が
生
れ
る
の

　
　
　

で
あ
る
。
嘉
隆
之
際
。
講
學
者
盛
行
海
内
。
而
其
弊
也
借
講
學
而
篤
豪
侠
之
具
。
復
借
豪
侠
而
篤
貧
横
之
私
。
其
術
本
不
足
動
大
。
而

　
　
　

失
志
不
逞
之
徒
・
相
具
鼓
吹
剥
苓
聚
散
閃
慌
幾
令
人
有
黄
巾
五
斗
之
憂
Ｉ
Ｅ
「
烈
皿
酬
四
戦
一
匹
と
見
え
ｖ
>
ゐ
る
の
揉
・
文
字

　
　
　

通
り
に
は
信
を
置
き
が
た
い
に
せ
よ
そ
の
活
躍
横
行
ｏ
大
観
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
１
四
四
一
球
に
信
一
三
面
Ｊ
一
い
鵬
に

　
　
　

萬
人
に
共
通
な
理
（
勿
論
甚
だ
主
観
的
恣
意
的
M
｡
＊
Ｄ
の
で
あ
る
が
）
の
行
は
る
べ
き
を
嬰
求
す
る
鮎
に
於
て
上
下
尊
卑
慣
習
道
徳
を
無
親
し
「
祀
會
」

　
　
　

に
否
定
的
に
働
４
場
合
が
多
い
こ
と
は
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
理
」
の
専
門
家
と
結
び
つ
く
場
合
そ
の
言
動
は
一
層
否
定
的
に
過
激
と
な
‘

　
　
　

特
質
昆
訃
賄
冶
ｔ
産
家
奎
、
丈
夫
ｔ
こ
を
無
覗
し
た
行
動
が
、
前
述
せ
る
如
き
人
間
概
念
と
経
緯
を
な
し

　
　
　

て
熾
烈
と
た
っ
て
く
る
と
、
一
方
名
歌
の
維
持
を
そ
の
存
在
理
由
と
す
る
（
少
く
と
も
理
念
と
し
て
は
）
士
大
夫
階
級
に
と
っ
て
そ

　
　
　

れ
が
極
め
て
檜
悪
す
べ
き
（
無
不
欲
起
而
殺
）
存
在
と
意
識
せ
ら
れ
、
そ
ｏ
行
蔵
が
悪
意
に
み
ち
て
臆
測
憂
慮
さ
れ
て
（
幾
令
人
有

　
　
　

黄
巾
五
斗
之
憂
）
来
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
―
及
び
後
述
ｏ
李
卓
吾
の
輩
が
名
衰
ｏ
罪
人
と
罵
ら
れ
小
人
之
無
忌
憚
者

　
　
　

と
１
　
は
れ
る
一
方
或
檀
直
接
孔
孟
。
侯
諸
後
聖
断
断
不
惑
談
混
ｒ
晋
姦
焚
謙
琳
ぷ
芸
い
以
上
九
之
大
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

鼎
纏
１
１
聖
人
第
二
度
数
昌
９
　
詣
と
稀
讃
さ
れ
る
と
言
ふ
風
に
Ｅ
難
Ｊ
Ｐ
釘
就
趨
銘
訃
離
勤
溜

　
　

常
に
雨
極
端
ｏ
論
議
を
潭
起
し
て
ゐ
る
こ
と
は
最
も
端
的
に
か
ｘ
る
對
立
を
表
現
し
て
ゐ
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
と
言
ふ
こ
と
が
出
来

　
　

る
で
あ
ち
う
。

　
　

、

　
　
　

前
章
忙
於
て
述
べ
た
如
く
明
代
心
學
ｏ
根
本
問
題
は
あ
ら
ゆ
る
外
的
な
も
の
を
拒
否
し
て
純
粋
に
内
的
に
本
来
的
な
人
間
そ
の
も

　
　

ｏ
を
追
求
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
の
本
質
追
求
０
篤
に
は
Ｉ
Ｉ
そ
し
て
彼
等
が
か
く
し
て
さ
ぐ
り
あ
て
確
信
し
た
人
間
至
上
の

Ｓ

　

本
質
を
守
り
主
張
せ
ん
が
篤
に
は
總
て
の
格
套
成
見
を
棄
て
Ｘ
省
み
ぬ
熱
情
と
勇
気
と
を
持
っ
て
ゐ
た
・
陽
明
説
の
理
論
的
性
格
を

･ ・ -43-
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吟
味
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
背
棄
孔
孟
。
非
毀
程
朱
。
以
名
教
篤
狸
捨
。
以
紀
綱
篤
贅
弩
昌
皿
獣
晶
詣
数
ま
会
向

２

　
　

に
容
易
に
展
開
し
う
る
可
能
性
を
そ
の
中
に
既
に
含
ん
で
ゐ
た
こ
と
を
さ
と
る
で
あ
ら
う
。
聖
人
何
能
拘
得
死
格
。
大
要
出
於
良
知

　
　

同
。
便
各
篤
説
何
害
。
と
は
陽
明
の
語
で
あ
っ
た
。
四
六
醵
六
録
我
々
は
陽
明
説
を
革
砥
東
洋
的
と
し
て
或
は
日
本
陽
明
學
よ
り
漠

　
　

然
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
迄
支
那
的
か
基
盤
と
傅
統
と
に
印
し
て
吟
味
す
べ
き
で
あ
り
、
叉
孔
孟
、
程
朱
、
名
教
、
紀
綱

　
　

が
『
言
葉
』
と
し
て
い
か
な
る
意
義
を
持
ち
如
何
な
る
祀
曾
的
背
景
を
措
っ
て
ゐ
る
か
を
深
く
探
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
陽
明
心

　
　

學
を
そ
の
本
質
に
於
て
そ
０
内
部
よ
り
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
０
で
あ
る
。
致
用
賓
學
０
如
き
、
除
り
に
儒
家
的
に
士
大
夫
的
に
、
直

　
　

に
経
世
済
民
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
然
も
そ
れ
が
人
間
の
同
一
性
の
曜
信
、
全
人
間
性
の
積
極
的
肯
定
の
帖
熱
に

　
　

貫
れ
て
ゐ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
愚
夫
愚
婦
に
通
す
る
全
人
間
的
致
用
、
所
謂
る
百
姓
日
用
貨
色
０
料
理
、
四
丿
虻
に
匹
計
四
即
ち
如

　
　

好
貨
。
如
好
色
。
如
勤
學
。
如
進
収
。
如
多
積
金
資
。
如
多
買
田
宅
篤
子
孫
謀
。
博
求
風
水
篤
兄
孫
錨
庶
。
凡
世
間
一
切
治
世
産
業

　
　

等
事
。
皿
皿
Ｅ
Ｅ
と
い
ふ
共
好
共
習
の
と
こ
ろ
に
於
て
賓
誰
賓
得
す
る
こ
と
を
こ
そ
原
理
的
な
優
越
に
於
て
意
味
す
る
も
の
と
い
は

　
　

ぬ
Ｉ
ら
ぬ
・
詣
竹
筒
諒
器
物
数
雛
に
ツ
陽
明
學
的
な
、
或
は
明
代
的
な
関
心
０
的
と
な
っ
て
ゐ
た
Ｑ
は
か
χ
る

　
　

人
間
１
人
間
性
の
探
求
で
あ
っ
て
、
學
、
功
夫
と
は
正
に
此
励
に
闘
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
へ
ば
羅
近
渓
が
萬
起
萬
滅
之
私
。
気
吾

　
　

心
久
矣
。
今
営
一
切
決
去
。
以
全
吾
澄
然
湛
然
之
顛
。
と
決
心
し
て
一
寺
に
閉
ぢ
こ
も
り
置
水
鏡
几
上
。
對
之
獣
坐
。
使
心
奥
水
鏡

銚
二
と
い
ふ
修
業
を
行
つ
た
と
い
ふ
挿
話
の
如
き
１
く
此
間
０
消
息
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
・
Ｊ
皿
そ

　

宋
以
来
儒
佛
の
峻
別
が
極

め
て
重
大
と
膜
ら
れ
た
に
も
不
拘
、
陽
明
後
輩
の
心
學
者
に
公
然
と
佛
學
に
近
づ
く
も
の
Ｘ
あ
ら
は
れ
来
る
所
以
は
こ
χ
に
あ
る

が
フ
更
に
敢
然
と
し
て
以
焉
性
命
甚
重
。
非
施
泥
帯
水
可
以
成
就
。
遂
落
髪
篤
僣
。
の
鄙
諮
渠
の
如
き
も
あ
る
。
匹
皿
孵
雖
０
９
　
が
匹
い

歎
賢
詔
昌
暫
俘
獣
潔
数
り
も
し
か
Ｘ
る
探
求
に
譚
こ
そ
適
切
な
方
法
と
考
へ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
堂
々
と
暉
を
標
榜

-
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し
て
憚
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
趙
大
洲
曰
ぐ
、
僕
之
狐
輝
。
名
萱
来
・
靉
人
哉
・
頴
″
輦
琵
％
い
認
１
ど
。
心
學
・

信
念
が
か
ｘ
る
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
’
だ
け
儒
家
的
娠
鏡
を
固
守
せ
ん
と
す
る
名
教
士
大
夫
の
檜
悪
は
之
に
集
中
さ
れ
ざ
る
を
え
な

い
。
陳
白
沙
以
下
す
べ
て
言
々
の
非
難
を
う
け
て
ゐ
る
０
は
そ
の
篤
で
あ
る
。
早
‐
く
湛
甘
泉
は
侶
邪
學
廣
収
無
頼
と
し
て
そ
の
書
院

’
を
毀
政
れ
た
。
讐
詣
び
錨
一
昆
罫
陽
明
は
そ
の
政
治
上
軍
事
上
の
功
績
の
故
に
官
府
よ
り
の
弾
劾
は
う
け
な
か
っ
た
が
世

。
の
激
し
き
非
難
に
對
し
て
は
自
ら
狂
を
以
て
任
♀
２
．
‘
四
轟
・
八
ご
頌
頴
山
農
は
八
十
除
歳
で
造
成
さ
れ
、
心
隠
は
獄
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

し
た
・
羅
近
渓
は
死
は
冤
れ
た
が
そ
の
講
學
を
忌
ま
れ
て
致
仕
せ
し
め
ら
れ
た
上
ヽ
そ
０
學
間
は
禁
止
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ｌ

　

解
噪
射
ｗ

作
七
於
四
李
卓
吾
は
そ
の
著
書
を
焚
か
れ
、
到
る
と
こ
ろ
官
司
の
追
求
を
う
け
て
柿
々
し
た
が
遂
に
執
へ
ら
れ
七
十
六
歳
を
以
て
獄

中
に
自
殺
し
た
・
１
　
近
渓
紗
弾
劾
上
奏
せ
る
文
に

　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

…
謂
吾
學
直
捷
。
不
恢
修
篤
。
於
是
以
傅
註
篤
支
離
。
以
経
書
篤
糟
粕
。
以
躬
行
賓
銭
篤
迂
腐
。
以
綱
紀
法
度
篤
栓
捨
。
踊
附
蕩

　

瞼
。
反
殴
道
徳
。
莫
此
篤
甚
。
而
後
學
柿
相
信
従
。
禰
将
安
極
。
望
勅
所
司
。
明
禁
用
彰
風
教
。
一

’
球
四
壮
賢
嬰
匹
四
四
皿
Ｅ

と
見
え
て
ゐ
る
の
は
以
て
名
教
士
大
夫
の
憂
憤
の
那
優
に
存
し
た
か
を
察
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

　

さ
て
右
に
述
べ
た
如
く
陽
明
よ
柘
泰
州
派
忙
登
展
す
る
心
學
が
、
名
教
世
界
か
ら
逸
出
し
て
、
そ
の
意
味
で
も
早
名
教
と
相
容
れ

な
く
な
り
、
茲
に
趾
會
に
對
す
る
異
端
的
な
個
人
が
成
立
し
来
っ
た
や
う
に
見
え
る
ｏ
で
あ
る
が
、
此
事
は
果
し
て
如
何
に
考
へ
ら

る
ぺ
き
で
あ
ら
う
か
、
凡
そ
個
人
が
員
賓
に
鮭
會
に
對
し
て
個
人
で
あ
り
う
る
篤
に
は
、
即
ち
内
的
な
権
威
以
外
を
認
め
よ
う
と
し

な
い
個
人
が
、
外
的
な
赴
會
的
な
抵
抗
に
遭
遇
し
て
、
恨
で
あ
ゆ
、
決
し
て
根
源
的
な
も
の
と
は
承
認
し
得
な
い
に
も
不
拘
恰
も

賀
の
腹
威
そ
の
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
逼
り
来
る
今
一
つ
模
威
に
直
面
す
る
と
き
、
そ
の
課
題
は
も
早
軍
に
自
己
り
模
威
を
主
観
的

に
主
張
す
る
事
よ
り
も
、
寧
ろ
對
者
の
腹
威
を
そ
の
根
球
よ
り
客
観
的
且
全
面
的
に
吟
味
し
批
判
す
る
こ
と
に
あ
り
、
然
し
て
共
に

５－-
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代
る
も
０
と
し
て
の
自
己
の
立
場
が
判
然
相
違
す
る
も
の
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
教
養
と
通
念
と
が
靴
會
の

根
強
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
根
捧
が
問
ば
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
堂
々
と
祚
を
標
榜
し
た
と
は
い
へ
、
試
観
僕
之
行
事
立
身
。
於
名
教
有
悼

謬
者
乎
。
則
卯
之
不
足
以
害
人
明
矣
。
皿
一
心
四
皿
と
せ
ら
れ
、
或
は
彼
等
に
於
て
何
等
具
熊
的
な
文
化
批
判
が
見
ら
れ
た
い
こ
と
は

か
Ｘ
る
要
請
を
充
た
す
も
０
で
は
な
い
。
然
し
内
的
に
は
人
欲
肯
定
の
人
間
概
念
の
展
開
、
外
的
に
は
富
局
名
教
の
憎
悪
渠
迫
の
深

刻
化
と
は
純
粋
に
内
面
的
な
開
心
よ
り
出
參
せ
る
心
學
を
し
て
も
早
自
己
を
以
て
推
し
契
度
す
る
能
ぱ
ざ
る
有
物
焉
た
る
傅
統
と
計

會
と
を
具
熊
的
に
認
識
せ
し
め
す
に
は
４
％
か
な
い
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
李
卓
吾
が
現
れ
て
千
萬
世
０
是
非
を
顛
倒
す
る
０
で
あ

り
、
茲
に
始
め
て
人
間
は
聖
人
、
大
丈
夫
を
超
え
て
批
判
者
と
し
て
の
「
吾
」
即
ち
「
個
人
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
次
に
卓

吾
の
思
想
を
概
観
し
よ
う
。

　

卓
吾
は
極
め
て
咀
烈
な
個
性
の
所
有
者
で
あ
り
、
そ
の
思
想
は
一
貫
し
て
極
め
て
徹
底
的
な
合
理
主
義
者
特
殊
性
尊
重
主
義
者
で

あ
り
ヽ
學
者
と
は
い
へ
ぬ
に
し
て
も
現
代
的
な
語
義
に
於
い
て
の
極
め
て
ユ
ニ
イ
ク
な
「
批
評
家
」
で
あ
っ
た
。
陽
明
を
は
じ
め
泰

州
派
の
諸
氏
特
に
羅
近
渓
を
極
め
て
球
重
し
、
叉
現
成
良
知
、
四
無
説
の
王
龍
渓
に
傾
倒
し
て
ゐ
た
。
そ
の
思
想
の
基
調
の
存
す
る

と
こ
ろ
は
次
の
一
文
に
大
熊
覗
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
寸
黙
ｍ
ゴ
且
匹
０
　
鎬
混
鯖
言
詰
赳
に
琵

と
し
て
は
容
氏
「
思
想
史
’
一
に
傅
が
あ
る
。
本
章
で
は
そ
の
生
９
　
の
行
蔵
に

殆
ん
ど
脳
れ
な
い
故
右
の
諸
書
に
よ
っ
て
補
は
れ
む
こ
と
を
切
望
す
る
。

　

夫
人
生
八
才
則
有
小
學
・
以
漉
父
兄
師
父
之
教
語
・
所
謂
既
議
進
退
之
節
・
陛
楽
射
御
書
散
之
文
。
輿
夫
今
者
百
千
萬
年
先
聖
後

　

賢
之
格
言
。
皆
是
也
。
皆
不
過
篤
兄
童
設
者
也
。
至
十
五
而
篤
大
人
。
則
有
大
人
之
學
。
豊
肯
復
同
於
兄
輩
日
夕
甘
受
大
人
之
沸

　

唾
乎
。
是
故
大
學
一
書
。
・
首
言
大
人
之
學
焉
。
夫
大
人
之
學
。
其
道
安
在
乎
。
蓋
人
人
各
具
有
大
圓
鏡
智
。
所
謂
我
之
明
徳
是

　

也
。
是
明
徳
也
上
輿
天
同
。
下
輿
地
同
。
中
輿
千
聖
萬
賢
同
。
彼
無
加
而
我
無
損
者
也
。
既
無
加
損
。
則
雖
欲
附
聖
賢
而
不
居
。
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譲
大
人
之
學
而
不
學
。
不
可
得
矣
。
然
萄
不
學
。
則
無
以
知
明
徳
之
在
我
。
亦
遂
自
甘
於
凡
愚
而
不
知
耳
。
故
日
。
在
明
明
徳
。

夫
欲
明
知
明
徳
是
我
自
家
固
有
之
物
い
此
大
學
最
初
最
切
事
也
・
鯉
器
悩
轟
昌
監
芒
研

　
　

大
圓
鏡
智
を
具
有
し
千
聖
萬
賢
と
加
損
す
る
な
き
大
人
は
然
ら
ば
陽
明
的
な
存
天
理
去
人
欲
の
聖
人
で
あ
る
か
。
夫
私
者
人
之
心

　
　

也
。
人
必
有
私
而
後
其
心
乃
見
。
若
無
私
則
無
心
矣
。
…
然
則
篤
無
私
之
説
者
。
皆
書
餅
之
談
。
観
場
之
見
。
但
令
隔
壁
好
暦
。
不

　
　

管
脚
根
虚
賓
。
無
益
於
事
。
祇
乱
咄
耳
。
不
足
采
也
。
皿
四
Ｅ
一
Ｅ
皿
と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
、
既
に
異
と
す
る
に
足
り
な
い
で
あ
ら
う

　
　

け
れ
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　

夫
聖
人
亦
人
耳
。
既
不
能
高
飛
遠
単
棄
人
間
世
。
則
不
能
不
衣
不
食
絶
粒
衣
草
而
自
逃
荒
野
也
。
政
雖
聖
人
不
能
無
勢
利
之
心
。

　
　
　

雖
盗
妬
不
能
無
仁
義
之
心
。
故
伯
夷
能
譲
千
乗
之
聖
人
也
。
聞
西
伯
善
養
老
。
則
白
北
海
而
往
諮
之
。
太
公
本
鷹
揚
之
聖
人
也
。

　
　
　

時
来
得
志
。
則
自
東
海
而
来
。
就
養
於
文
王
。
皆
以
篤
勢
利
故
也
。
淮
陰
雖
長
大
而
寄
食
於
漂
母
。
利
也
。
陳
平
本
窮
巷
而
門
外
多

　
　
　

長
者
車
轍
。
勢
也
。
以
此
観
之
。
財
之
呉
勢
。
固
英
雄
之
所
必
資
。
而
聖
人
之
所
必
用
也
。
何
可
言
無
也
。
吾
故
曰
。
雖
大
聖
人

　
　
　

不
能
無
勢
利
之
心
。
則
知
勢
利
之
心
亦
吾
人
秦
賦
之
自
然
矣
。
盗
踊
至
横
暴
也
。
然
或
・
：
吾
故
曰
。
雖
盗
踊
。
亦
有
仁
義
之
心
。

　
　
　

但
就
其
多
寡
論
之
・
於
是
乎
有
聖
人
又
有
盗
妬
・
遂
至
懸
絶
耳
・
皿
鮎
一
一
匹
心
ご
皿
氏

　
　

と
あ
る
の
に
抹
れ
ば
も
早
抽
象
的
な
人
欲
即
天
理
で
は
た
く
、
そ
れ
は
勢
で
あ
り
利
で
あ
り
財
で
あ
っ
て
か
ｘ
る
も
の
が
伯
夷
と
盗

　
　

胚
と
を
問
は
す
凡
そ
人
間
で
あ
る
限
り
臭
賦
の
自
然
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
圓
鏡
智
の
明
徳
を
生
具
し
っ
ｘ
然
も
か
ゝ

　
　

る
具
酸
性
を
併
せ
具
へ
た
人
間
に
於
て
「
五
分
勢
利
五
分
仁
義
」
な
る
中
人
印
ち
我
々
普
通
人
は
「
習
」
に
よ
っ
て
如
何
や
う
に
も
移

　
　

る
。
聖
人
が
「
習
」
を
重
硯
す
る
所
以
は
こ
Ｘ
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
に
も
ま
し
て
警
戒
す
べ
き
は
自
己
を
喪
失
す
る

卯２

　

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
所
謂
「
童
心
」
を
失
ふ
こ
と
は
聖
賢
英
雄
と
加
損
す
る
と
こ
ろ
な
き
尊
蔽
無
比
の
自
己
を
抹
殺
す
る
に
等
し
い
。
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夫
童
心
者
一
典
心
也
。
若
以
童
心
認
不
可
。
是
以
真
心
焉
不
可
矣
。
夫
童
心
者
。
絶
暇
純
真
。
最
初
一
念
之
本
心
也
。
若
失
却
童

心
。
便
失
却
真
心
。
失
却
員
心
。
便
失
却
真
人
。
人
而
非
真
仝
。
不
復
有
初
矣
。
竜
子
者
人
之
初
也
。
童
心
者
心
之
初
也
。
夫
心

之
初
。
褐
可
失
也
。
然
童
心
胡
然
而
嫁
失
也
。
蓋
共
始
也
有
聞
見
従
耳
目
而
入
。
而
以
篤
主
于
其
内
。
而
童
心
失
。
其
長
也
有
道

理
従
聞
兄
而
入
。
而
以
篤
主
于
其
内
。
而
廬
心
失
。
其
久
也
道
理
聞
見
日
以
盆
多
。
則
所
知
所
党
日
以
益
廣
。
於
是
焉
又
知
美
名

之
可
好
也
。
而
務
欲
以
揚
之
。
而
童
心
失
。
知
不
美
之
名
之
可
醜
也
。
而
務
欲
以
掩
之
。
而
童
心
失
。
夫
道
理
聞
見
。
皆
自
多
讃

１
　
識
義
理
而
来
也
。
古
之
聖
人
易
嘗
不
治
書
哉
。
然
縦
不
讃
書
。
童
心
固
自
在
也
。
縦
多
讃
書
。
亦
以
護
此
竜
心
而
使
之
勿
失
焉

耳
。
非
若
學
者
瓜
以
多
讃
書
識
義
理
而
反
障
之
也
。
い
一
・
夫
既
以
聞
見
道
理
狐
心
矣
。
則
所
言
者
皆
聞
見
道
理
之
言
。
非
童
心
白
出

之
言
也
ピ
百
雖
エ
。
於
我
何
呉
。
壹
非
以
仮
人
言
仮
言
。
而
事
似
事
文
仮
文
乎
。
蓋
其
人
既
仮
。
則
無
所
不
暇
矣
。
総
町
。

彼
の
所
謂
童
心
は
陽
明
の
「
吾
之
良
知
」
、
叉
近
眼
の
「
赤
子
之
心
」
と
呼
ん
で
ゐ
る
も
の
に
相
富
せ
し
め
て
よ
い
で
あ
ら
う
が
、

近
渓
の
赤
子
の
心
と
は
、
例
へ
ば
振
子
目
・
：
初
生
既
是
赤
子
。
珍
説
今
日
此
身
不
是
赤
・
予
。
・
：
口
。
赤
子
之
心
如
何
用
エ
。
（
羅
子
）
日
。
心
代
一
身
主
。

身
捻
糾
合
。
身
心
二
端
。
原
挙
於
介
合
。
苫
於
支
離
。
故
赤
子
核
提
欣
欣
長
是
以
笑
。
蓋
。
其
時
身
心
穏
相
凝
聚
。
及
少
少
長
成
。
心
患
雑
１
　
。
便
愁
苦

然心

　

知雌
し不能富
未二

　

〇〇
だ゛知世

人
於
此
。
隨
俗
習
非
。
往
往
馳
求
外
物
以
岡
安
楽
。
不
忠
外
求
愈
多
。
中
悛
愈
原
。
■
一
一
方
信
大
直
只
在
此
身
。
此
身
渾
是
赤
子
。
赤
子
渾
解

能
本
非
學
慰
。
至
是
精
紳
白
米
裁
貼
。
方
寸
頓
畳
虚
明
。
天
心
心
脈
信
認
潔
滸
桁
微
也
。
、
學
案
、
近
渓
、
語
録
、
）
な
ど
ご

晨
数
回
晶
押
引
証
肘
響
驚
茲
賜
、

　

然
も
既
に
上
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
そ
れ
は
決
し
て
人
欲

的
な
も
の
を
排
除
し
た
、
思
辨
の
要
請
と
し
て
の
抽
象
的
原
理
に
止
る
も
の
で
は
な
い
。
夫
は
端
的
に
絹
仮
純
具
な
る
も
い
で
あ

る
。
そ
し
て
此
の
童
心
の
把
持
さ
へ
縮
乎
た
る
も
０
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
へ
闇
兄
道
理
之
言
が
す
べ
て
仮
言
で
あ
ら
う
と
も
毫
も

聞
兄
持
書
の
排
斥
せ
ら
る
Ｘ
必
要
を
兄
な
い
で
あ
ら
う
。
讃
書
聞
見
の
否
定
的
な
面
を
の
み
説
き
自
ら
も
北
ハ
を
軽
ん
じ
て
ゐ
た
心
學

春
、
特
に
泰
州
派
の
諸
氏
と
は
反
對
に
か
吾
に
む
し
ろ
そ
れ
を
踊
愛
し
た
の
で
あ
る
。
朝
夕
渋
書
不
敢
憚
春
筆
不
瞰
霖
放
心
傅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち

と
い
ふ
の
が
そ
の
日
常
で
あ
り
、
多
方
面
な
内
容
を
も
つ
等
身
０
著
書
自
鰐
が
何
よ
ｐ
Ｏ
鐙
明
で
あ
ら
う
。
袁
中
道
は
卓
吾
に
於
て
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學
ぶ
能
は
ざ
る
も
の
五
を
恚
げ
、
気
ｒ
少
至
老
。
惟
知
讃
書
。
而
吾
輩
沼
浸
塵
縁
。
不
親
章
偏
。
を
そ
の
四
に
数
へ
て
ゐ
る
。
皿
一
Ｉ

四
皿
皿
丿
匹
四
い
い
ｍ
四
皿
い
り
そ
の
學
を
讃
書
を
慶
し
て
終
日
本
膿
を
論
す
る
玄
學
と
同
一
膜
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
注
目
す
べ

き
は
、
彼
が
こ
の
讃
書
聞
見
に
よ
っ
て
童
心
を
障
ら
れ
る
こ
と
を
徹
底
的
に
肯
ん
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
童
心
と
は
イ
ド
ラ
に

拘
れ
ざ
る
判
断
的
自
己
０
謂
で
あ
っ
て
ヽ
此
の
ｒ
心
の
篠
威
に
抹
っ
て
彼
は
古
今
の
人
物
政
治
を
縦
横
に
論
評
し
た
・
蔵
書
六
十
八

巻
に
お
い
て
そ
の
面
目
躍
若
た
る
も
の
を
見
る
で
あ
ら
う
二
び
ご
四
皿
嗜
―
彼
が
篤
政
者
ヽ
名
教
０
弾
雁
を
逃
れ
て
東
奔
西
走
し
遂
に

悲
惨
な
最
後
を
遂
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
従
来
の
心
學
者
と
異
っ
て
彼
が
か
く
歴
史
に
通
じ
営
代
士
大
夫
の
教
養
に

於
て
完
全
し
て
を
り
乍
ら
然
も
其
を
全
面
的
具
値
的
に
批
判
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
陥
に
存
す
る
。

　

詣
回
習
肪
賤
讐
は

の
性
格
を
看
却
す
る
も
の
で
は
な
い
。
焚
書
Ξ
卓
吾
論
略
に
於
て
自
ら
も
告
白
し
、
袁
中
道
は
好
剛
使
気
。
快
意
恩
燧
。
意
所
不
可
。
動
筆
之
書
と
急

乗
緩
戒
。
細
行
不
修
。
任
皆
適
口
。
鸞
刀
狼
籍
。
と
の
二
を
彼
に
於
て
断
じ
て
學
び
た
く
な
い
三
黙
の
中
に
散
へ
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。
（
上
引
李
温
陵

四
に
竹
琵
靉
紹
昆
只
討
誰
昔
漂
傅
彼
の
餅
護
者
馬
経
綸
が
夫
評
史
輿
論
學
不
同
。
蔵
書
品
論
人
物
。
不
過
一
ロ

断
耳
。
卯
有
偏
僻
。
何
妨
折
衷
。
乃
指
以
篤
異
篤
邪
。
如
此
則
倚
論
古
人
者
。
緻
営
尋
行
数
墨
。
終
身
唯
残
唾
是
嘸
。
不
敢
吏
置
一

　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
０
０
０
０
０
０

　
　

Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｏ

　

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

　
　
　
　
　

＜
Ｓ
４
(
i
.
ｉ
ａ
ｊ
＊
Ｍ
-
a
i
n

噪
耶
。
九
不
偏
其
論
學
之
語
商
量
同
異
。
而
顧
括
其
許
史
之
詞
判
定
邪
正
。
何
也
。
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ａ
ｌ
．
圭
一
尽
袁
中
道
が
蔵
書
蓋
公

於
誦
讃
之
暇
。
尤
愛
讃
史
。
於
古
人
作
用
之
妙
大
。
有
所
窺
。
以
篤
世
道
安
危
治
殴
之
機
。
捷
於
呼
吸
。
微
於
緯
黍
。
・
：
其
意
大
部

在
於
詣
虚
文
。
求
賓
用
。
舎
皮
毛
。
見
神
骨
。
去
浮
理
。
梅
人
情
。
印
矯
柱
之
過
。
無
不
偏
有
軽
重
。
一
一
一
而
人
以
篤
得
罪
於
名
歌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

比
之
毀
聖
叛
道
。
皿
匹
眸
と
慨
い
て
ゐ
る
の
は
よ
く
此
間
の
消
息
を
語
つ
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
彼
の
傅
記
を
考
へ
て
み
て
も

迫
害
の
主
原
因
が
そ
の
行
賓
に
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
惣
夢
％
詣
翠
打
雖
難
死
活
で

　

童
心
は
人
間
の
自
家
固
有
之
物
で
あ
る
。
さ
れ
ば
陽
明
に
於
け
る
良
知
的
人
間
と
同
様
最
大
の
衝
威
者
は
童
心
的
人
間
で
あ
る
。

之
が
即
ち
「
吾
」
で
あ
っ
て
例
へ
ぼ
…
然
此
乃
孔
氏
之
言
也
。
非
我
也
。
夫
天
生
一
人
。
自
有
一
人
之
用
。
不
待
取
給
於
孔
子
而
後
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足
也
・
若
必
待
取
足
於
孔
子
・
則
千
古
以
町
拠
孔
子
ｏ
柊
不
得
篤
人
乎
ｌ
皺
皿
い
い
と
言
は
れ
て
ゐ
ぞ
か
ゝ
る
言
葉
は
既
に
陽

明
に
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
卓
吾
は
更
に
そ
れ
を
推
し
進
め
て
歴
史
批
判
ｏ
根
抹
と
す
る
。
儒
家
の
歴
史
観
は
類
型
的

に
は
例
へ
ば
明
夷
待
訪
録
ｏ
そ
れ
な
ど
が
典
型
的
に
示
し
て
ゐ
る
や
う
に
始
に
一
の
至
治
の
時
代
を
お
き
以
後
を
絶
え
ざ
る
堕
落
の

連
檀
と
み
る
の
で
あ
っ
て
、
陽
明
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
卓
吾
は
天
生
一
人
。
自
有
一
人
之
用
。
と
言
ふ
考
へ
方
よ
り
し

て
歴
史
に
於
て
も
亦
時
代
の
特
殊
性
を
認
め
て
ゐ
る
。
彼
の
歴
史
評
論
の
態
度
は
次
の
一
文
に
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

　

李
氏
曰
。
人
之
是
非
。
初
無
定
質
。
人
之
是
非
人
也
亦
無
定
論
。
無
定
質
。
則
此
是
彼
非
。
並
育
而
不
相
害
。
無
定
論
。
則
此
非
彼

　

是
。
亦
並
行
而
不
相
惇
矣
。
。
然
則
今
日
之
是
非
。
謂
予
李
卓
．
ｔ
‥
一
人
之
是
非
。
可
也
。
謂
篤
千
萬
世
大
賢
大
人
之
公
是
非
。
亦
可

　

也
。
謂
予
顛
倒
千
萬
世
之
是
非
。
而
復
非
是
予
之
所
非
是
焉
。
亦
可
也
。
則
予
之
是
非
。
信
乎
其
可
矣
。
前
三
代
。
吾
無
論
矣
。

　

後
三
代
。
漢
唐
宋
是
也
。
中
間
千
百
節
年
而
掲
無
是
非
者
。
豊
其
人
無
是
非
哉
。
咸
以
孔
子
之
是
非
篤
是
非
。
故
未
１
　
有
是
非

　

耳
。
然
則
予
之
是
非
人
也
叉
安
能
已
。
夫
是
非
之
孚
也
。
如
歳
時
然
。
書
夜
更
迭
。
不
相
一
也
ご

　

而
後
日
亦
是
矣
。
雖
使
孔
夫
子
復
生
於
今
。
又
不
知
作
如
何
非
是
也
。
而
可
涼
以
定
本
行
罰
賞
哉
。
・
：
貿
則
一
任
諸
君
寛
観
。
但

挺
以
孔
夫
子
之
定
本
行
罰
賞
也
則
善
矣
。
四
四
匹
皿
論

そ
し
て
彼
ｏ
堅
史
観
は
次
の
一
文
に
明
か
に
讃
む
こ
と
が
出
来
る
。

　

李
生
曰
。
一
治
一
乱
若
循
環
。
自
戦
國
以
来
。
ボ
知
凡
幾
治
幾
退
矣
。
方
其
蹴
也
。
得
保
首
領
已
篤
幸
矣
。
幸
而
泊
。
則
一
飽
而

　

足
。
更
不
知
其
篤
聶
精
也
。
一
睡
１
　
安
。
更
不
知
其
篤
廣
厦
也
。
此
其
極
質
極
野
無
文
之
時
也
。
非
好
野
也
。
其
勢
不
得
不
野
。

　

雖
至
於
質
野
之
極
而
不
自
知
也
。
追
子
若
孫
則
異
是
矣
。
耳
不
聞
金
鼓
之
聾
。
足
不
履
行
陣
之
瞼
。
惟
知
安
飽
是
適
而
己
。
則
其

　

勢
不
極
文
固
不
止
也
。
所
謂
其
作
始
也
簡
。
其
将
畢
也
必
巨
。
雖
紳
聖
在
上
。
不
能
反
之
質
輿
野
也
。
然
文
極
而
天
下
之
乱
復
起
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矣
。
英
雄
並
生
。
逐
鹿
不
已
。
雖
聖
人
亦
順
之
爾
。
儒
者
乃
以
忠
質
文
並
言
。
不
知
何
況
。
又
謂
以
忠
易
質
。
以
質
救
文
。
是
尤

　

不
根
之
甚
矣
。
夫
人
王
斯
世
。
。
惟
是
質
文
雨
者
。
雨
者
之
生
。
原
於
治
眼
。
其
質
也
眼
之
終
而
治
之
始
也
。
乃
其
中
心
之
不
得
不

　

質
者
也
。
非
矯
也
。
其
積
漸
而
至
於
文
也
。
治
之
極
而
眼
之
兆
也
。
乃
其
中
心
之
不
能
不
文
者
。
皆
忠
也
。
夫
営
泰
之
時
。
其
文

　

極
矣
。
故
天
下
遠
大
眼
而
興
漢
。
漢
初
天
子
不
能
具
鈎
馳
。
雖
欲
不
質
可
得
耶
。
’
至
於
陳
陳
相
因
貫
朽
粟
腐
。
則
自
然
啓
武
帝
大

　

有
篤
之
業
矣
。
。
故
漢
組
之
紳
聖
。
尭
以
後
一
人
也
。
文
帝
之
用
柔
。
文
王
姜
里
以
後
一
人
也
。
西
楚
端
蛍
尤
而
興
覇
。
孝
武
楠
責

　

帝
以
。
堆
廓
。
皆
千
古
大
聖
。
不
可
軽
議
。
群
雄
未
死
。
則
禰
眼
不
息
。
飢
離
未
甚
。
則
聖
紳
不
生
。
一
質
一
治
一
眼
。
於
斯
焉
見

　
　
　

・
蔵
書
巻
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　

矣

　

世
紀
總
論

’
印
ち
儒
家
的
倫
理
（
？
）
史
観
、
堕
落
史
観
に
對
し
て
彼
が
如
何
に
客
観
的
に
歴
史
を
解
せ
ん
と
し
た
か
を
奪
ふ
こ
と
が
出
来
る
で

　

あ
ら
う
。
歴
史
と
は
聖
人
と
雖
も
順
は
ざ
る
を
得
な
い
も
０
で
あ
り
、
各
時
代
は
聖
紳
と
い
へ
ど
も
如
何
と
も
し
が
た
い
必
然
を
も

　

つ
７
交
替
レ
ミ

　

學
史
的
に
と
い
た
童
心
説
の
、
萄
童
心
常
存
。
則
道
理
不
行
。
聞
見
不
立
。
無
時
不
文
。
無
人
不
文
。
無
一
様
創
制
醍
格
文
字
而
非

　

文
者
。
詩
何
必
古
選
。
文
何
必
先
秦
。
降
而
篤
六
朝
。
壁
而
篤
近
値
。
又
愛
而
篤
傅
奇
。
愛
而
篤
院
本
。
篤
雑
劇
。
拓
西
廂
曲
。
篤

　

水
滸
傅
。
篤
今
之
単
子
業
。
大
賢
言
。
聖
人
之
道
皆
古
今
至
文
。
不
可
得
而
時
勢
先
後
論
也
。
故
吾
因
是
而
有
感
于
童
心
者
之
自
文
ノ

也
。
更
説
甚
廃
六
脛
。
更
説
甚
塵
語
孟
乎
。
と
い
ふ
大
胆
な
見
解
と
全
く
相
通
す
る
も
の
で
昏
・
鍵
％
い
諸
芸
四
％
雛

し
て
道
之
在
人
楢
水
之
在
地
也
人
無
不
載
道
也
彼
謂
匈
氾
死
不
得
其
傅
者
鰐
大
謬
と
い
内
面
的
£
人
、
旺
探
求
よ
り
出
醗
せ
る
-
ｉ
學
で
あ
り
β
ら

ひ
何
宋
室
愈
以
不
競
奄
奄
如
垂
絶
之
人
面
反
不
如
彼
之
失
傅
者
哉
と
罵
倒
し
て
ゐ
る
。

　
　
　

力

　

肖

　

、

　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
　
　

７

そ
れ
が
逡
に
か
ｘ
る
特
１
　
差
る
客
観
主
義
に
到
達
し
た
こ
七
は
吾
人
の
軽
々
に
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

　

儒
家
的
偏
見
を
排
し
て
歴
史
を
全
く
童
心
よ
り
見
直
さ
ん
と
し
た
彼
が
登
見
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
だ
の
は
儒
者
儒
臣
の
虚
偽
無
能

-－２
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で
ｂ
つ
だ
。
そ
の
活
気
に
み
ち
た
儒
臣
論
－
政
治
論
は
蔵
書
巻
首
紀
傅
總
目
後
論
。
巻
廿
四
徳
業
儒
臣
後
論
に
整
頓
せ
ら
れ
た
形
に

於
て
兄
う
る
の
で
あ
る
が
次
に
そ
の
一
斑
を
引
い
て
大
醒
を
窺
ふ
こ
と
ｘ
し
た
い
。

　

李
卓
吾
曰
。
聖
主
不
世
出
。
賢
主
不
恒
有
。
若
皆
如
満
阻
孝
文
孝
武
之
祁
聖
。
孝
昭
孝
宣
之
賢
明
。
則
又
何
患
乎
共
無
臣
也
。
唯

　

聖
主
難
逢
。
而
賢
主
亦
難
遇
。
然
後
大
臣
之
道
斯
篤
美
矣
。
政
傅
大
臣
。
大
臣
之
道
非
一
。
有
因
時
而
若
無
能
音
。
有
忍
辱
而
若

　

自
汚
者
。
有
結
主
而
若
媚
。
有
容
人
而
若
愚
。
有
忠
誠
而
若
可
欺
以
圖
音
。
隨
其
資
之
所
及
。
極
共
力
之
所
造
。
皆
可
以
輔
危
暇

　

而
致
太
平
。
如
諸
葛
孔
明
之
輔
劉
謬
。
可
以
観
矣
。
非
謂
必
簑
全
五
者
而
後
足
富
大
臣
之
名
也
。
大
臣
叉
不
可
得
。
於
是
又
思
共

　

次
。
北
八
次
則
名
臣
是
已
。
故
傅
名
臣
。
夫
大
臣
之
難
邁
。
亦
蝸
聖
主
之
難
渋
也
。
悄
得
名
臣
以
輔
之
。
亦
可
以
輔
幼
弱
而
致
富

　

彊
。
然
名
臣
未
必
知
學
而
賓
自
有
學
。
自
儒
者
出
而
求
志
達
道
之
學
興
矣
。
故
傅
儒
臣
。
儒
臣
雖
名
篤
學
。
而
賓
不
知
學
。
往
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

學
歩
失
。
故
践
述
而
不
能
造
其
域
。
卒
篤
名
臣
所
靉
笑
。
然
其
賓
不
可
以
治
天
下
國
家
。
亦
無
怪
其
喘
笑
也
。
自
儒
者
以
文
學
名

　
　

2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

混
儒
。
故
用
武
者
遂
以
不
文
名
篤
武
。
而
文
武
従
此
分
矣
。
故
傅
武
臣
。
夫
聖
王
之
王
也
。
居
篤
後
先
疏
附
。
・
出
篤
奔
走
禦
侮
。

　

翁
有
二
也
。
唯
夫
子
自
以
嘗
學
俎
豆
不
聞
軍
族
。
琲
術
迢
。
遂
拓
郎
鄭
之
婦
所
澄
強
。
千
萬
世
之
儒
皆
混
婦
人
矣
。
可
不
悲
乎
。

　

使
曾
子
有
子
若
在
。
臨

　

傅
近
臣
。
傅
外
臣
。
外
臣
者
隠
處
之
臣
也
。
天
下
乱
則
賢
人
隠
。
故
以
外
臣
終
焉
。
嗚
呼
受
人
家
國
之
託
者
。
惧
無
刻
舟
求
剣
。

　

託
名
篤
儒
。
求
治
而
反
以
霞
。
而
使
世
之
屑
才
賓
學
大
賢
上
聖
。
皆
終
身
室
室
蓬
戸
已
也
。
則
儒
者
之
不
可
以
治
天
下
國
々
信

｀
・
゜
職
書
谷
首
紀
傅

矣

　

總
目
後
論

　

彼
は
大
臣
、
名
臣
、
儒
臣
な
ど
を
種
々
に
細
分
類
し
て
例
へ
ば
大
臣
に
は
Ｉ
、
因
時
大
臣
、
二
、
忍
辱
大
臣
ゴ
ユ
、
繍
主
大
臣
、

四
、
容
人
大
臣
、
五
、
忠
誠
大
臣
を
、
儒
臣
に
は
Ｉ
、
徳
行
門
、
二
、
文
學
門
を
分
ち
、
更
に
徳
行
門
に
徳
業
儒
臣
と
行
業
儒
臣
を



分
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
心
學
の
傅
統
た
る
合
理
主
義
的
分
析
の
萎
揮
で
あ
る
こ
と
論
を
侯
た
ぬ
。
舛
み
四
作
一
１
０
｛
に
四
四
皿
皿
以

に
い
緊
右
を
總
論
と
し
て
そ
の
蔵
書
、
焚
１
　
な
ど
の
中
に
於
て
彼
の
儒
臣
儒
者
に
加
へ
た
非
難
罵
倒
は
枚
挙
に
逡
が
な
い
ご

を
以
て
経
世
す
る
こ
と
が
彼
等
の
標
榜
で
あ
る
忙
も
不
拘
、
傅
統
的
観
念
に
拘
泥
し
て
「
現
官
」
を
知
ら
ぬ
か
ら
、
即
ち
役
に
立
た

心
か
ら
で
あ
る
。
彼
区
亘
欲
以
周
公
之
破
楽
。
治
営
時
之
天
下
。
以
井
田
封
建
肉
刑
。
篤
後
世
之
必
営
復
。
一
歩
一
趨
。
舎
孔
子
無

足
法
者
。
難
一
匹
に

２９
　
Ｂ
’
　
Ｓ
ｉ
だ
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
例
へ
ば
張
居
正
に
對
し
て
ぽ
世
の
い
は
ゆ
る
清
議
は
言
々
と
し
て
彼
を
非
難
し
、

又
卓
吾
の
崇
呉
し
て
止
ま
な
か
っ
た
何
心
隠
を
殺
し
た
０
は
張
居
正
で
あ
る
と
の
況
が
専
ら
で
あ
っ
た
に
も
不
拘
そ
の
賓
績
あ
り
右

防
左
顧
を
事
と
せ
ぬ
大
丈
夫
た
り
し
鮎
を
公
平
に
認
め
て
呼
呼
江
陵
何
人
也
。
膿
如
天
大
。
而
肯
有
姑
息
如
此
哉
。
●
・
・
江
陵
宰
相
之

傑
也
・
故
漫
牙
後
之
辱
・
不
論
其
敗
而
論
其
成
・
不
追
其
跡
而
原
其
心
・
不
責
其
過
而
賞
其
功
・
則
二
老
年
心
四
皆
吾
師
也
ｏ

3
＾

Ｅ
Ｅ
皿
と
迄
言
っ
て
ゐ
る
。
江
陵
奪
情
な
ど
ゝ
野
次
馬
的
清
議
に
寧
日
な
か
っ
た
常
時
の
所
謂
「
君
子
」
「
正
人
」
に
比
し
て
そ
の
眼

　
　

光
の
数
段
高
か
っ
た
こ
と
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
最
も
極
端
な
論
を
あ
げ
る
な
ら
ば
不
忠
無
節
操
の
標
本
と
し
て
ひ
た
す
ら
に
唾
棄

　
　

せ
ら
れ
る
馮
道
に
開
し
て

　
　
　

卓
吾
曰
。
馮
道
自
謂
長
楽
老
子
。
蓋
翼
長
楽
老
子
者
也
。
孟
子
日
。
祀
稜
篤
重
。
君
篤
軽
。
信
斯
言
也
馮
道
知
之
矣
。
夫
祀
者
所

　
　
　

以
安
民
也
。
役
者
所
以
養
民
也
。
民
得
安
養
而
後
君
臣
之
責
始
塞
。
君
不
能
安
養
斯
民
。
而
後
臣
狽
篤
之
安
養
斯
民
。
而
後
馮
道

　
　
　

之
責
始
養
。
今
回
五
季
相
譚
。
潜
移
喋
奪
。
縦
有
兵
革
。
不
聞
季
城
五
十
年
間
。
雖
経
歴
四
世
。
事
一
十
二
君
井
耶
律
契
丹
等
。

　
　
　

而
百
姓
卒
菟
鋒
鏑
之
苦
者
。
道
努
安
養
之
力
也
。
茲
一
匹
い
い
皿
な

５

　

と
い
っ
て
彼
を
誹
護
し
て
ゐ
る
。
徳
業
と
功
業
を
派
別
し
、
時
勢
の
現
官
を
量
ら
挙
し
て
正
其
誼
不
謀
其
利
。
。
明
其
道
不
計
其
功
。

2
5

　
　

と
徒
に
観
念
的
儒
術
主
義
を
振
回
す
こ
と
を
罵
倒
す
る
彼
の
論
旨
は
こ
χ
に
も
の
ぴ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
彼
の
歴
史
評
論
に
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は
以
卓
文
君
篤
善
揮
佳
稿
・
以
秦
始
皇
篤
千
古
一
帝
ｌ
一
一
一
一
匹
皿
Ｅ
匹
四
贅

　

な
ど
・
殆
ど
名
教
階
級
よ
り
見
れ
ば
眼
を
掩
ひ
た
く
な
る

で
あ
ら
う
や
う
な
奔
放
狽
特
の
論
が
見
ら
れ
る
し
、
い
は
ん
や

　

夫
六
経
語
孟
。
非
其
史
官
過
篤
褒
崇
之
詞
。
則
其
臣
子
極
狐
賛
美
之
語
。
又
不
部
則
其
迂
回
門
徒
。
僣
傭
弟
子
。
記
憶
師
脆
。
有

　

頭
無
尾
。
得
後
遺
前
。
隨
共
所
見
筆
之
於
書
。
後
學
不
察
。
便
篤
出
自
聖
人
之
口
也
。
決
定
目
之
狐
経
矣
。
叙
知
其
大
牛
非
聖
人

　

之
語
乎
。
縦
出
自
聖
人
。
要
亦
有
篤
而
登
。
不
過
因
病
襲
薬
。
隨
時
處
方
。
以
救
此
一
等
僣
悌
弟
子
迂
閥
門
徒
云
耳
。
薬
習
仮
病

　

方
。
難
定
執
、
是
豊
可
辿
以
篤
萬
世
之
至
論
乎
。
然
則
六
経
語
孟
。
乃
道
學
之
口
宦
。
仮
人
之
淵
藪
也
。
断
断
乎
其
不
可
以
語
于

　

童
心
之
言
明
矣
。
嗚
呼
吾
又
安
得
賀
正
大
聖
人
童
心
未
曾
失
者
。
而
輿
之
一
言
言
哉
。
一
心
心

壊
的
な
る
到
底
士
大
夫
の
鰍
過
し
あ
た
は
ざ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
卓
吾
が
、
聞
有
欲
殺
我
者
…
弟
則
以
狐
生
在
中
國
。
而

と
放
言
し
て
ゐ
る
如
き
・
陽
明
の
六
経
庫
戦
乱
ヽ
心
斎
の
道
既
明
経
何
必
用
心
嫉
・
子
の
説
を
は
る
か
に
超
え
て
そ
の
挑
戦
的
破

壊
的
な
る
到
底
士
大
夫
の
鰍
過
し
あ
た
は
ざ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
卓
吾
が
、
聞
有
欲
殺
我
者
…
弟
則
以
狐
生
在
中
國
。
而

不
得
中
國
牛
個
知
我
之
人
。
反
不
如
出
塞
行
。
行
死
１
　
胡
地
之
白
骨
也
。
皿
皿
な
い
と
ま
で
つ
き
つ
め
た
思
ひ
抱
き
つ
Ｘ
、
江
湖
に

綿
々
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
営
然
の
こ
と
で
お
り
だ
。

　

そ
の
他
卓
吾
に
つ
い
て
は
論
及
す
べ
き
鮎
は
極
め
て
多
い
の
で
あ
る
が
、
今
は
姑
く
控
へ
て
た
ｙ

お
き
た
い
と
思
ふ
。
そ
れ
は
賢
に
彼
が
そ
０
本
来
の
面
目
に
於
て
純
乎
た
る
心
根
者
で
あ
っ
た
と
い
ふ
鮎
で
あ
る
。
即
ち
純
粋
に
内

的
な
人
間
性
の
探
求
を
開
心
し
て
恬
是
天
崩
地
陥
他
也
不
管
・
終
日
本
畷
を
論
す
る
を
事
と
す
る
の
み
皿
酪
丿
皿
・
三
・
と
非
難
さ
れ

る
心
學
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
上
来
卓
吾
に
開
し
て
特
に
長
く
叙
述
し
た
の
も
一
に
此
故
に
他
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
卓
吾
の
批
判

０
根
嫁
と
す
る
と
こ
ろ
は
即
ち
童
心
的
「
吾
」
に
他
な
ら
す
、
か
ｘ
る
「
吾
」
が
賓
は
陽
明
の
良
知
的
人
間
、
即
ち
「
聖
人
」
よ
り

泰
州
派
の
「
大
丈
夫
」
へ
と
具
醗
性
能
動
性
を
加
へ
て
疲
展
し
て
来
た
心
學
的
自
然
人
０
鮮
着
す
べ
き
営
然
の
結
論
で
あ
っ
た
事
論
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を
侯
た
ぬ
。
陽
明
脆
は
政
治
文
化
以
前
よ
り
出
狸
し
て
、
茲
に
於
て
遂
に
政
治
文
化
の
極
め
て
客
観
的
な
認
識
に
到
達
し
た
。
倫
理

は
政
治
よ
り
、
功
業
は
倫
理
よ
り
、
更
に
は
文
學
が
そ
れ
ら
の
も
０
よ
り
そ
れ
み
ｖ
ｖ
に
一
庶
亘
別
せ
ら
れ
る
。
士
大
夫
的
な
も
０
と

し
て
、
漠
然
と
な
が
ら
然
も
明
暗
な
内
面
的
に
統
一
を
保
ち
っ
ゞ
け
て
ゐ
た
一
つ
９
「
世
界
」
は
ば
ら
く
に
分
解
さ
れ
論
理
以
前

に
確
信
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
は
一
々
そ
０
僣
越
を
指
弾
せ
ら
れ
た
。
我
々
は
殆
ん
ど
西
欧
の
い
は
ゆ
る
「
近
代
精
紳
」
「
近
代
原
理
」

を
こ
Ｘ
に
み
る
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
或
は
「
内
」
は
遂
に
「
外
」
を
醒
見
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。
「
個
人
」
は
批

判
者
と
し
て
も
早
絹
對
に
「
赴
會
」
と
相
容
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
極
め
て
簡
略
に
陽
明
學
の
展
開
と
し
て
の
泰
州
－
卓
吾
の
思
想
と
行
動
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
従
来
０
思
想
史
（
経
學
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

が
何
ら
狽
創
０
省
る
に
足
る
も
の
な
し
と
し
て
た
ゞ
僅
に
陽
明
の
篤
に
数
言
を
費
す
０
み
で
極
め
て
冷
淡
に
看
過
し
て
来
る
の
を
常

　
　

2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

と
し
て
ゐ
た
明
學
殊
に
陽
明
後
輩
の
そ
れ
は
、
賓
は
奏
漢
以
来
未
曾
有
と
い
っ
て
よ
い
諸
現
象
を
生
み
出
し
た
注
目
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
支
那
精
祁
が
そ
の
可
能
の
極
限
ま
で
自
己
を
展
開
し
て
み
て
、
そ
の
成
果
に
自
ら
愕
然
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

勿
論
此
派
の
。
人
士
が
『
陽
翻
』
學
の
絶
對
に
正
し
き
解
憚
者
醗
展
者
晋

が
彼
０
罵
倒
し
て
止
ま
な
か
っ
た
儒
、
奮
の
そ
れ
に
比
し
て
絶
對
に
す
ぐ
れ
た
も
０
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
歴
史
は
彼
の
言
ぶ
や
う
に

絶
對
の
宿
命
で
あ
っ
て
、
以
忠
易
質
以
質
救
文
せ
ん
と
志
す
こ
と
は
不
根
之
＆
し
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
彼
の
力
持
し
た
客
観

主
義
自
由
精
紳
が
果
し
て
民
國
０
學
者
の
隨
喜
す
る
が
如
く
不
易
０
「
解
放
的
」
大
員
理
で
あ
る
か
ど
う
か
、
。
」
酬
っ
て
又
卓
吾
ぱ
そ

も
く
『
儒
』
な
る
も
の
自
膿
を
絶
對
に
否
定
し
た
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
之
ら
の
問
題
は
、
心
學
蓮
動
の
意
識
的
殷
會
的
背
景

を
吟
味
し
っ
ｘ
次
章
に
於
て
批
判
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
明
學
を
明
學
自
醍
に
於
て
、
支
那
思
想
を
支
那
思
想
そ
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の
も
の
と
し
て
考
ふ
べ
き
こ
と
、
思
想
展
開
を
た
ｙ

べ
き
こ
と
の
重
要
性
を
茲
に
く
９
か
へ
し
て
怪
員
し
て
お
き
た
い
・
秦
州
と
並
ん
で
諸
子
胴
狂
無
忌
憚
の
基
を
開
い
た
も
の
と
し
て

攻
撃
せ
ら
れ
る
王
龍
渓
０
語
録
を
讃
ん
だ
の
が
特
機
と
な
っ
て
建
設
せ
ら
れ
た
の
は
近
江
聖
人
の
學
で
は
な
か
っ
た
か
。
吉
田
松
陰

は
卓
吾
に
私
淑
す
る
と
こ
ろ
頗
る
深
か
っ
た
と
い
ふ
。
日
本
陽
明
學
は
明
治
維
新
を
生
ん
だ
有
力
な
精
紳
的
動
因
に
散
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
本
國
の
陽
明
學
は
如
何
な
る
偉
業
を
生
ん
だ
か
。
一
方
に
終
日
匡
坐
。
同
於
泥
塑
。
の
玄
學
者
を
、
他
方
に
侶
狂
無

頼
。
小
人
之
無
忌
憚
者
。
と
を
、
或
は
せ
い
ぜ
い
孤
高
な
る
人
格
者
を
生
む
に
終
っ
だ
の
は
ひ
た
す
ら
に
陽
明
を
誤
っ
た
後
輩
の
罪
、

明
代
と
い
ふ
時
代
の
罪
で
の
み
あ
っ
た
ら
う
か
。
次
章
に
述
べ
る
如
く
明
代
嘉
靖
以
後
の
靴
會
は
頗
る
我
が
江
戸
中
―
末
期
の
そ
れ

に
類
似
し
た
面
を
も
っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
何
故
そ
れ
に
っ
ゞ
く
も
の
が
一
は
維
新
で
あ
り
、
一
は
破
滅
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
。
徒
に
君
子
正
人
の
除
唾
を
拾
っ
て
泰
州
－
卓
吾
へ
の
誹
諧
を
く
り
か
へ
す
と
こ
ろ
か
ら
は
、
そ
れ
を
肯
目
的
に

崇
弄
し
て
自
由
開
放
の
先
達
に
祭
り
あ
げ
る
態
度
と
と
も
に
、
い
か
な
る
教
訓
も
反
省
も
生
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
李
卓
吾
は
秦
始
猷

を
千
古
一
帝
と
た
゛
゛
た
と
攻
撃
さ
れ
る
・
然
し
顧
亭
林
も
亦
始
皇
を
三
王
に
な
ぞ
ら
゛
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
心
四
四
升
匹
秦
紀

王
安
石
へ
０
評
價
の
著
し
く
冷
静
公
平
と
な
っ
た
今
日
卓
吾
一
派
へ
の
認
識
の
未
だ
そ
れ
に
及
ば
ざ
る
こ
と
を
深
く
遺
憾
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

松
陰
と
卓
吾
の
開
係
に
つ
い
て
は
廣
瀬
豊
氏
の
名
著
。
吉
ｍ
松
陰
の
研
究
』
（
十
八
年
十
月
新
版
）
に
卓
吾
の
傅
記
と
と
も
に
詳
細
な

　

研
究
が
見
え
て
ゐ
る
レ
、
萬
版
松
陰
全
集
に
は
元
の
手
妙
し
細
に
批
評
感
想
を
加
へ
た
焚
書
抄
皿
訃
顕
要
こ
詣
漕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

　

が
収
め
ら
れ
こ
ゐ
る
。
叉
遠
く
宋
學
に
胎
生
し
陽
明
を
経
て
遂
に
章
學
誠
に
結
賓
す
る
一
賑
の
歴
史
観
の
形
成
過
程
に
於
て
卓
吾

　

の
占
め
る
位
置
は
従
来
全
然
看
却
さ
れ
て
ゐ
る
が
賞
は
深
く
瞼
討
ｔ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
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